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第一章　女王、二度目の婚約破棄












　女王のお茶会に招かれるというのは、貴族たちの間で大変名誉なことだとされている。

　それなのに、どうしたことかこのミレンス王国の女王であるフェイリールのお茶会に、招待した主賓がまだ現れないでいた。

　初夏の日差しが降り注ぐ庭で、まぶしいほど白いクロスの上には、今が旬の果物を使った色とりどりのパイが並べられている。

「まったく……どういうつもりなのでしょう……」

　パイの上に載っているさくらんぼを数えていた女王フェイリールは、隣に座るロレン伯爵夫人の独り言に気づき、その顔をちらりと横目で見た。ロレン夫人はいつもおっとりと笑みを絶やさず貴婦人然としているが、いまはこのお茶会の主催者であるフェイリールよりイライラしている。

　このロレン夫人だけではない。

　給仕のためにこの場に控えている侍従や侍女たちも所在なげで、こうなっては仕方ないとフェイリールは立ち上がった。

「どうなさいました、陛下」

　ぎょっとしてこちらを見たロレン夫人に、フェイリールはなんでもないことのように言う。

「なに、ケネス王子がなかなかおみえにならないので、こちらから迎えにあがろうと思ってな」

「まあ！」

　周りの者たちが驚くほど、ロレン夫人が目を剥いて叫ぶ。

「なにをおっしゃいます、陛下！　王子さまは婚約者とはいえ、この国の女王であらせられる陛下が、わざわざ迎えに出向くなんて、とんでもない」

　気色ばむ夫人にフェイリールは軽く肩を上げて見せた。

「私は別に気にしない。これほど遅くなるとは、なにかあったのかもしれないだろう？」

　フェイリールが平然としているのがロレン夫人としてはますます気に入らないのか、淑女らしからぬ声を上げた。

「でしたら、なにをおいてもケネス王子さまの方から真っ先に侍従なりを遣わして連絡してくるのが礼儀ではありませんか」

　人目もはばからず憤る夫人をまあまあ、とフェイリールはなだめる。

　幼なじみでありいまは女官として仕えてくれている夫人は、フェイリールのこととなると自分のことのようになにかと行き過ぎてしまうのだ。

「とにかくこうしていてもただ時が過ぎるだけなのだから、様子を見てこよう」

「陛下、わたくしも参ります！」

　肩を怒らせたロレン夫人が立ち上がった。

　できればここで待っていてほしいが、この様子ではそうもいかないだろう。

「それでは、まずケネス王子の部屋をたずねてみようか」

　ケネス王子はフェイリールの婚約者としてこの王宮に一月前から滞在している。

　大陸の西にある王国の第三王子で、フェイリールと同じ二十一歳だ。

　半年後の結婚式に向け、この国での生活に慣れてフェイリールとも親しくなれるようとの計らいだったが、結婚式の準備にも乗り気な様子を見せないどころか、フェイリールと打ち解けようともしていない。

　そのため、もう少しこちらから歩み寄らねば、とお茶の席に招いたりしてみているのだがこの有様だった。

　王子の部屋は賓客のために用意された、王宮の中でも南向きで眺めのいい場所にある。その部屋への途中にある小さな中庭に差しかかった時、生け垣の陰からくすくすと笑い合う声が聞こえた。

「……！」

　思わず足を止めたフェイリールとロレン夫人は顔を見合わせた。

　世間話などというものではなく、男女が交わすふたりだけの親密な囁き。

　普段なら、こんなことはいちいち気にせず通り過ぎるところだが、この声にはどちらも聞きおぼえがある。

　ロレン夫人がうろたえながらも目で問うようにフェイリールを見つめてきた。

　確かに、どうすればいいのか迷うところではあった。

　ここで騒げば面倒なことになる。

　だが、フェイリールにはやり過ごすことができなかった。

　そっと生け垣の裏に回り込むと、そこにはふたりの男女が寄り添っていた。男は抱き寄せた女の髪にくちづけていて、女はうっとりと身を任せている。

　こほん、と咳払いするとふたりが緩慢な動きでフェイリールを見た。

　男は婚約者のケネス王子でそれだけでも大問題なのに、一緒にいるのはフェイリールの妹、アデリア王女だ。

「おや、これはこれは……」

　ケネス王子が気どった仕草で前髪を払った。

　ふたりとも、フェイリールを前にしてまったく悪びれた様子もない。それどころか興が削がれたと白けたように見える。

　足を止めたまま動かないフェイリールの前にロレン夫人が進み出た。

「お、おふたりは、一体なにを……！」

　あまりのことだからか、そのままロレン夫人はわなわなと体を震わせたまま絶句してしまい、立ち尽くしている。

　フェイリールは、ゆっくりとふたりの顔を見た。

「さて、この状況、申し開きの余地もないと思うが……」

　謝罪であれば耳を貸していいとも思ったが、そうではなかった。

　ケネス王子が顎を撫でながら気怠そうに言う。

「なにか問題がありますか？　私はあなたと結婚して、子を成す。それ以外に用はないのでしょう？」

　フェイリールはさすがに眉間に皺を寄せてしまった。

「それは、どういう意味でしょう？」

　言ったとおりの意味だと、王子が面倒そうに返す。

「……なるほど、王子がそのようなお考えであるのなら、こちらとしてもこの結婚、考え直さねばなりません」

「できるのですか？　あなたの叔母上の顔に泥を塗るようなことが？」

　この結婚の話をもってきたのは、フェイリールの叔母サンドラだった。

　叔母サンドラは、このミレンスから少し離れたダネイル王国の国王のもとへ嫁いでいる。そのダネイル国王には大変かわいがっていた妹王女がひとりいた。その妹王女がバルニエ王国の王妃となり、国王との間にもうけたのがこのケネス王子だった。

　つまり、叔母サンドラにとってケネス王子は義妹の子となる。

　そのケネス王子を溺愛していた母王妃が、自分の兄ダネイル国王に頼み、さらに国王は妻である叔母サンドラにフェイリールとの縁談を取り持つよう頼まれたのだ。

　同じ年頃の近親者同士の結婚は、悪い話ではないということもあってこの度婚約となったのだが……。

　ケネス王子の挑戦的な笑みにフェイリールは心を決めた。

「なぜ私が叔母の顔に泥を塗ることになるのでしょう？　此度こたびの縁談に関わった皆の、あなたの母君や伯父上の顔に泥を塗るのは、ケネス王子……あなたです」

「え……？」

　ケネス王子の顔色がここに来てようやく変わってきた。

　だが、もう遅い。

「そう、私は叔母のたっての望みであなたとの縁談を受けました。それはつまり、叔母からの頼みでしかあなたと結婚する理由がないということになる」

　いまさら自分のしたことの重要さを思い知ったのか。叔母の嫁いだ国ダネイル、王子の生国バルニエ、そのどちらもこのミレンス王国の国力とは比べものにならない。

　なぜそこを失念していたのか、それほど自分に自信があるのか、ただ確かに王子の顔は整っている。

「王子、残念ですが、この度の婚約、なかったことにさせていただきます」

「な、なにをおっしゃるのですか、フェイリール陛下。お待ちください。これしきのことで女王が婚約を破棄など外聞が悪すぎる」

　はねるように立ち上がったケネス王子が、余裕のない表情で言葉を続ける。

「それに、あなたは叔母君を大層慕っていると……」

　と言いかけたのをフェイリールは遮った。

「ええ、実の母亡き後、もうひとりの母とも思っております。だから、あなたとの縁談を了承した。ですが、こうなった以上、私は、あなたの生国バルニエや叔母上の嫁いだ国ダネイルからどんなに抗議されようと、取り合う気はありません」

　当然、あらゆるところから抗議が来るだろう。

　だとしても、それらをすべて突っぱねたところでフェイリールにはなんの支障もない。

　とにかくこのミレンス王国は他国を圧倒する国力を誇っている。

　だからこそケネス王子の母王妃もフェイリールと結婚させようとしたのだ。

　そのため譲歩する必要はまったくなかった。

「私が体裁のために事を荒立てないと思われたのですか？　不適切な関係の相手が私の妹であればなおのこと、あなたの醜聞を不問にするとでも？」

「フェイリール陛下、もう一度話をきいてください」

　あわてて跪いてきた王子をフェイリールは冷たく睥睨へいげいした。

「いますぐ国へ戻られるがよかろう。衛兵！」

　フェイリールがいつも通りの口調で鋭く命じると、ロレン夫人に促され様子を窺っていた衛兵たちが駆けつけてきた。

「ケネス王子が国へお帰りだ。丁重にお送りするように」

　ロレン夫人が深刻な表情でうなずくと、とまどっていた衛兵たちが王子をひきたて連れていった。

「は、はなせ！　触るな！　フェイリール陛下！」

　聞き苦しい声が遠ざかっていき、フェイリールは妹と向き合った。

「さて、アデリア」

　声をかけると、ようやく髪の乱れを整えていた妹が気怠げにフェイリールを見た。

　まるで他人事のような態度だが、そんな些細なことはもう気にも触らない。

「それで、そなたの沙汰だが……」

「沙汰？　なにそれ？」

　アデリアは幼い頃からとても愛らしい顔立ちをしているのに、いつからかフェイリールの前では常に不機嫌そうに曇っている。

「此度はさすがに大目にみることはできぬゆえ、そなたにはレミ修道院行きを命ずる」

「……なっ」

　アデリアが血相を変えて立ち上がった。

「まさか、冗談でしょう？　レミ修道院……あんなところに行けというの？」

「そうだ」

　さすがにアデリアもしばし言葉を忘れたように黙り込んだ。

　レミ修道院はこの国の東に位置する山奥にあり、羊を飼い毎日を奉仕に費やし質素倹約を旨とする厳しい修道院だ。

「待って、わたしは王太子よ！　お姉さまになにかあれば、私が女王になるんでしょう？　そのわたしに修道院行きなんて仕打ち、おかしいわ」

「一生そこで暮らせとは申しておらぬ。しばらくの間王宮を離れ、静かな場所で自分と向き合い、此度のこと反省してもらいたい。なにしろこれで二度目だからな」

　アデリアが大げさに両手を広げて叫んだ。

「反省することなんてないわ。二度とも王子たちの方から誘ってきたのよ。お姉さまは、誰かのせいにしたいのかもしれないけど、みんなお姉さまが悪いってわかってるの？」

　妹が何を言ってもフェイリールは取り合うつもりなどない。

「これ以上そなたの戯れ言に貸す耳はない。いますぐ修道院へ向かって出立せよ」

「ちょっと待って！　ロレン夫人も黙っていないで何とか言って！　お姉さまは横暴だわ」

　フェイリールと幼なじみであるロレン夫人は、当然アデリアとも長いつきあいだ。だが、ロレン夫人は痛ましげな顔をしたものの、アデリアをかばうようなことはしなかった。

　ただ首を振り静かに声をかける。

「アデリアさま、陛下のご命令です」

「嫌よ、絶対に嫌！　誰か！」

　アデリアが助けを求めて声を上げるが、周りには女王に仕える衛兵だけで手を差し伸べる者はいない。

　女王の命令は絶対だ。

　あとはロレン夫人にまかせてフェイリールはこの場から立ち去った。










　女王であるフェイリールは、一日の大半を執務室で過ごす。

　仕事はいくらでもあるからだ。

　大臣たちから託された決裁書を手に侍従たちが入れ替わり立ち替わり出入りし、それに目を通し、決裁を下していく。

　そんな慌ただしさも途切れる時があり、一息ついた時だった。

　ふいに目の前の机に向かっている政務補佐官エリクが顔を上げた。

「どうした？」

　いつも無表情で淡々と仕事をこなしていく政務補佐官が驚いたような顔をしていたので、思わず声をかけてしまった。

　エリクは少しとまどった様子で口を開いた。

「あ、いえ、その……なんでもありません」

「なんだ？　気になるな」

　しばらく待つと悩んだ末、とばかりの顔でエリクが遠慮がちに言った。

「陛下が、その、『やはり結婚には向いていないのかもしれぬ』とおっしゃったので……」

　思わず何度かまばたきをしてしまった。

「……そうか、つい口から出ていたか」

　フェイリールは大きく息をついた。

　普段は弱音など吐かないようにしているが、ケネス王子と婚約を破棄したこと、さすがに頭が痛かった。

「……もう聞き及んでいるだろうが、あの王子ともうまくいかなかったのだ」

　エリクは気まずそうな顔をしただけで何も言わなかった。

　以前からこの政務補佐官は、余計なことは口にしない。ただ聞いてくれるせいか、フェイリールもいつもはしないような話を続けてしまった。

「そなたも知っている通り婚約破棄となったのは、これで二度目だ。そして、これは知らないだろうが、その理由はどちらも同じなのだ」

　ケネス王子の前にも、フェイリールには婚約した王子がいた。

　だが、その王子もアデリアと先に親密になってしまい、破局となっていたのだ。

　ただ、女王が婚約を破棄したとしてもその理由が公表されることはない。面と向かって説明を求める者もいないからだ。

　もし問われたとしても、フェイリールはただ一言、簡潔に答えるだけだ。

『気に入らなかった』と。

　だから、政務補佐官であるエリクですら何も知らずにいて驚いたのも無理はなかった。

「あの、まったく同じ理由なのですか？」

　そうだ、とフェイリールは机に頬杖をついた。

「王子たちは、妹のアデリアと親しくなってしまったのだ、婚約者の私よりもよほどな」

「それは……」

　こんな話を打ち明けられて、正直エリクも困ると思う。

　その証拠に目が泳いでいる。

　だが、フェイリールも情けなくて親友であるロレン夫人にも心情は明かせなかったからか、つい続けてしまった。

「アデリアを選んだのは、私に可愛げがないからだそうだ」

　そう最初の婚約者からは面と向かってはっきりと言われた。

　そして、ケネス王子も同じように思っていたのだろう。

　だから、彼もフェイリールとは正反対の、王女らしく可愛らしいアデリアと落ちてはならぬ関係に落ちた。

「というわけだ」

　こういう場合、大抵の者が追従でそんなことはない、と言うものだが、エリクは黙っている。

「まあ、彼らにしてみれば確かに面白くないのだろう。王子として生まれたにもかかわらず、第一子でなかったばかりに王位は遠く、長じて他国へ婿として出されるのだ。そして、そこで同じ年頃の女である私がすでに女王として君臨しているのだから、可愛げがないなどと腐したくもなろう」

　このミレンス王国は、女王を戴く国だ。

　はるか昔は他の国がそうであるように、この国も男が王として即位していた。だが、長く戦乱が続いていた時代、戦に王と王子が倒れ、王女しか残らなかったことがあった。

　そうして他に男児がいない王家に女王が誕生したところ、これがぴたりと戦乱がおさまり平和な時代を迎えた。また、この初代女王は世継ぎに王女しかいなかったため、次も女王が即位し、するとさらに長くおだやかな治世が続いた。

　だが、元々は王子を世継ぎとしていたため、三世代にわたる女王誕生とはならず、次は男の国王が即位した。

　そうしたところ、またおかしなことに国が荒れに荒れた。

　その後、数代にわたり男の国王が続いたからか、国はついに疲弊し傾きはじめた。

　隣国の武力侵攻を食い止める余力もなくなった時、新しい女王が即位した。

　しからば不思議なことに、国は豊かさを取り戻し、安定したのだった。

　それからこのミレンス王国は女王を戴くことに決め、大陸有数の大国となったのだ。

「まあ、他の国からすればこのミレンスは、おかしな国としか思えないだろうな」

　女王と結婚しても、夫にはなんの権限もない。

　政治に関われるわけでもなく、次代の女王の父親となるだけだ。

「王子たちは、女王の夫となり子を成すだけの存在では不満があるらしい」

「そんな不満が……」

　エリクもこんな話をされて困るだろうが、止まらなかった。

「……勘違いしてくれるな。私とて、結婚して夫との間に何人も子をもうけて仲睦まじく暮らしていきたいと思っている」

　そこでフェイリールはため息をついた。

「だが、それは私だけが思っていてはだめなのだ……」

　このまま沈黙が続くかと思ったが、エリクが口を開いた。。

「陛下、諦めておしまいになるのはまだはやいのではありませんか。まだたった二度上手くいかなかっただけではありませんか。きっとどこかに、そのように陛下のことを想ってくださる心根のおやさしい方もいらっしゃるでしょう」

　フェイリールは今度こそ大きくため息をついた。

「そなたの申す通り、さがせばいつかは見つかるかもしれぬ。ただ二度も婚約破棄が続くということは、もうほとんど後がない。おかしな噂が広まるのも時間の問題だ」

　元婚約者たちは、自分に非があったとは言わないだろう。

　そうなれば、フェイリールと王子を結婚させようという奇特な国もなくなるはずだ。

「では、国内から御夫君を迎えられるというのは……」

「そう考えて母上は、遠縁にあたる貴族の父上と結婚されたが……ふたりの結婚は上手くいっていたとはお世辞にも言えないものだった」

　フェイリールがまだ幼い頃に父は亡くなったが、子ども心にも両親は仲がいいようではなかった。なにしろふたりが言葉を交わしているところさえ、ほとんど見た記憶がないのだから。

　そこでふとフェイリールは物思いに囚われた。

　歴代の女王も皆しあわせを願ったはずなのに、結婚が上手くいった話はほとんど聞いたことがない。

　それとも、男が王だと国が荒れるといわれるように、もしかしてその引き替えに女王は結婚してもしあわせにはなれないのだろうか……。

「つまるところ、女王は結婚に向いていないのだろうな」

　強引に結論づけるとエリクが困惑したような顔をした。

「そうはおっしゃられましても、お世継ぎをもうけられることは女王陛下の責務です」

　フェイリールははっとした。

　結婚するということは、つまり跡継ぎが必要だからだ。

　次代の女王を産むのはフェイリールしかいない。

「そうか……」

「もしや、念頭になかったのですか？」

「いや、そういうわけではないが」

　あわてて言ったが、結婚さえままならないのにその先まで思いが至らなかったのは確かだ。

　エリクはまだなにか言いたそうだったが、侍従が執務室に入ってきて話はそこで終わった。

　何事もなかったように真面目な顔をして机に向かう政務補佐官を見つめながらフェイリールはひとつひらめいた。

「その手があったか…！」

「その手、とは？」

　侍従がこちらを向いて怪訝そうな顔をしている。

「いや、なんでもない」

　フェイリールが咳払いをしてその場を取り繕うと、侍従は特に気にせず決裁書の説明をはじめた。










　朝、フェイリールが目覚めるとすべての準備は整っている。

　侍女たちが用意してくれる水で顔を洗い、ドレスに着替えて鏡の前に腰を下ろす。髪を梳られている間、朝のお茶を運んでくる侍女とともにロレン夫人が現れる。

「おはようございます、陛下。今朝のお目覚めはいかがです？」

　いつも通りにこやかなロレン夫人にうなずいて返す。

「アデリアさまはレミ修道院へ出立なさり、道中無事のご様子です」

「そうか。到着したらまた知らせてくれ」

　ロレン夫人のことだから抜かりなく逐一伝令を使って妹アデリアの様子を知らせるよう手配しているのだろう。

　レミ修道院は遠く、馬車による長旅の不便さに、いまごろ妹は不平不満が止まらないに違いない。

　かわいそうだとは思うが、ここらで反省してもらわねばいつかもっと大きな問題を起こす気がしてならないのだ。

「陛下、昨夜はあまりお休みになれませんでしたの？」

　自分でも少々瞼が重いと思っていたが、ロレン夫人はさすがめざとい。

「なに、考え事をしていて眠るのが遅くなっただけだ」

「まあ、眠れぬほどの考え事ですか？」

　ロレン夫人は微笑みながら、フェイリールがその考え事を話すのを当然とばかりに待っている。

　彼女はこれまでいくつもの相談にのってくれてきた。そして、一緒に頭を悩ませたり、思わぬ視点から解決の糸口をくれたりした。

　フェイリールは、じっと同じ歳で幼なじみのロレン夫人を見る。

　華やかながら落ち着きのある美貌。少女の時から多くの貴公子に想いを寄せられてきたが、生まれた時からの婚約者と二年前に結婚したしあわせな女性だ。

「……いや、大したことではないんだ」

　これまで彼女に対して言葉を濁したことはなかったように思う。

　さすがにロレン夫人も今までにない違和感をおぼえたようだが、それ以上差し出がましいことは口にしなかった。

　それどころか、にっこりと微笑んで言う。

「そうですか。では、今日は、お時間があれば午睡などとられるとよいのではありませんか？　少しの間でもくつろいでお休みできるよう準備を整えてお待ちしております」

　頼む、と答えフェイリールはお茶を飲み干し立ち上がった。










　どんなに忙しくしていても、執務室に従者の出入りがふと途切れることがある。

　そうした時、エリクの肩からほんの少し力が抜けているのをフェイリールははじめて気がついた。これまでこの政務補佐官と特にたわいない話などもしたことがなく、真面目で無口な青年なのだ、とずっと思っていた。

　そんな相手なのに、フェイリールはなぜかロレン夫人には打ち明けようとは思わなかった話をしてみる気になった。

「エリク、昨日の話の続きだが」

「昨日の、とおっしゃいますと……」

　結婚には向いていないという話だと言うと、エリクが身構えるようにしてうなずいた。

「昨夜よく考えたのだ。私に世継ぎがいれば、つまり結婚はしなくてもいいということになる、とな」

「え？」

　この政務補佐官がこんなに驚いて声を上げるのを、フェイリールははじめて見た気がする。

「結婚なさらないで、どうやってお世継ぎを？」

　愚問だとばかりにフェイリールは返す。

「結婚しなくても子はできるだろう？　よって、密かに子を身ごもり産もうと思う」

　エリクの手からぽろりと羽根ペンが転がり落ちた。

「お待ちください。いや、ですが……女王陛下が結婚もせず御子をもうけるなど前代未聞なのでは……実際、大問題になると思いますが」

　エリクの言うとおり、大騒ぎになるだろう。

「そんなもの、生まれてしまえばどうとでもなる。女王の子であることは間違いないのだから」

　これ以上ないほど目を丸くしたエリクが、フェイリールを凝視している。

「ですが、結婚はしなくても御子はできるとはいえ、相手が必要です。どなたとの間にお世継ぎを？」

　よくぞ聞いてくれたとばかりにフェイリールは話をはじめた。

「それももちろん考えてある。こういう時の相手は、酒場で見つけるものなのだ」

　よくある話らしい、と胸を張った。

「……は？　酒場で、よく知らない相手との間に御子を成そうということですか？」

　エリクは呆然としている。

　無理もない。

「そうだ。酔っている者ならなにがあったかよくおぼえていないだろうし、ならばあとあと父親だと名乗り出てくることもないはず。そうすれば面倒がなくていい」

　世継ぎがいれば父親は必要ではない。

　フェイリールも父と触れあった記憶などなかった。

「ですが……」

「ですが、ばかりだな、そなたは」

　はっとしたようにエリクが口をつぐんだ、と思ったが黙っていられなかったようだ。

「畏れながら、いくつも問題があると思うからです。酒場で相手を見つけるとしても、陛下がひとりお忍びで酒場へ行くことなどできるはずがありません」

　エリクの言うことは一理あった。

　常からフェイリールの周りには多くの者が控えている。侍女はフェイリールが眠っている間にも隣の部屋で起きて控えているし、こうして執務室で仕事をしている間も扉の外で待っているのだ。どこへ行くにも侍女は傍にいるし、警備の兵も女王の身辺に目を光らせている。

　部屋でくつろぐにしても、ロレン夫人など常に話し相手として傍にいる。

　ちょっと酒場へ、などとてもまわりが許さない。

「だが、それもぬかりはない」

　フェイリールは得意になって説明した。

「酒場へはお忍びで行くが、ちゃんと供を連れていくのだ。そなたは知っているか？　マイネル騎士団長を」

「はい……実際お目にかかったことはありませんが」

　一体何を言い出すつもりなのだと、とエリクは怪訝そうな顔をしている。

「マイネルは、忠義に厚い騎士団長だが、酒好きなのだ。あの者を普段の民の暮らしと率直な要望の声を見聞したいと酒場へ供をさせる。そして、酒場なのだからさり気なく酒をマイネルにすすめるのだ」

　そうして酔いつぶしたあと、その辺りの男を捕まえる、という計画だった。

　エリクは今度こそはっきり唖然としている。

「そ、そんなに上手くいくでしょうか？」

「だからもう一つ手を打っておく。そなただ」

　少し間があった。

「俺ですか？」

「そうだ。民の声を聞いて思いついたことを忘れないように書き留めておく係として同行してくれ」

　思わず逃げ出しそうになったのか、エリクの腰が椅子から浮いた。

「ふふ、この計画を知ったからには、否とは言わせぬ。しっかりと協力してもらうからな」

　あきらめたように椅子に座り直すエリクを見てフェイリールはほくそ笑んだ。

「それで計画実行は今夜だ」

「こ、今夜？」

　声が大きい、とフェイリールは制し、ひそひそと続けた。

「なにしろ子が産まれるまで時間がかかるからな、取りかかるのははやいほうがいいだろう？」

「は、はあ……」

　エリクはうろたえているようだったが、夕方までには気を取り直すだろう。

　もう一度酒場に同行するよう念を押して、フェイリールは執務室を出た。

















第二章　女王、いざ酒場へ












　すでにマイネル騎士団長には話を通してある。

　民の声を直接聞きたいというフェイリールにいたく感激し、手はずを整えてくれる運びとなった。

　お忍びで酒場へ行く、と伝えるとロレン夫人などはあからさまに難色を示した。

　だが、やはり民の声を直接聞きたい、というフェイリールの考えには反対はできなかったようで渋々納得してくれた。

　夕刻になり、ロレン夫人が用意した飾り気のないドレスに着替え、ローブを纏った。

「ふむ……」

　鏡でしげしげと自分の姿を確かめる。

　毎日丁寧すぎるほど手入れする侍女のおかげで腰までの黒髪が艶やかすぎて目立つので編み込んでまとめた。さらに薄い化粧を施しただけのなんの飾り気のない姿は、とても女王には見えない地味な出で立ちだ。

　これなら誰の印象にも残らないだろう。

「よし」

　目深にフードを被り振り返る。

「陛下、やはりわたくしもお供します」

　心配そうなロレン夫人にフェイリールは微笑んだ。

「お忍びとはいえ、マイネル騎士団長がついているのだ、そう心配するな。そなたも今日は早々に部屋に引き取り家族でゆっくり過ごすといい」

　ロレン夫人の息子はまだ二歳だ。母であるロレン夫人がフェイリールの傍で女官として勤めている間は、乳母が世話をしている。夫も同じくこの王宮でフェイリールに仕えていて、普段の住まいはこの王宮なのだ。

　お忍びで出かけるフェイリールを案じてロレン夫人の顔が曇っているのだと思っていたが、違った。

「陛下、わたくしは、陛下のことも家族と思っております」

「ライザ……」

　つい親友としてロレン夫人の名を呼んでしまった。

　フェイリールは家族のあたたかさに恵まれてこなかった。父は幼い頃に亡くなり、母は女王として多忙で娘たちを省みなかった。たったひとりの妹とは歩み寄ることができぬまま、しばらくの間だが修道院に送ることになってしまった。このライザが友として姉妹のようにしてフェイリールを支えてくれなければ、孤独に苛まれここまで耐えてこられなかったかもしれない。

「ありがとう、ライザ。そなたがいなければいまの私はないだろう」

「陛下……」

　姉妹同然の彼女に一言の相談もなく、女としての重要な決断を下そうとしているのだ。

　フェイリールが密かに身ごもったことがわかれば、ライザは傷つくかもしれない。

　想像するだけで胸が痛んだが、女王として慣れた痛みだった。

　常になにかを犠牲にしていかなければ、国を治めることはできない。「では、行ってくる」

「お気をつけて」

　夫人に見送られ、自室を出るとマイネル騎士団長が待っていた。彼も心得たように目立たぬ装いだ。騎士団長はフェイリールより十歳は年上だろうか。その重責と髭を蓄えた顔からもっと年上に見えて、なんだか一緒にいて不自然な取り合わせのような気もする。

「ご準備はよろしいですか、陛下」

「ああ、今日はよろしく頼む」

　マイネルがうやうやしく礼をとった。

「もったいないお言葉。あとは政務補佐官もひとり同行させるのでしたな？」

「そうだ。執務室で待つよう申しつけてある」

　マイネルを従え執務室に向かうとエリクは扉の前で待っていた。

　エリクも地味な服装だが、これはいつものことだ。

「エリク。そなたも頼むぞ」

　小さくうなずいたエリクも連れ、フェイリールは王宮の裏門へと続く廊下を急いだ。そうして用意された目立たぬ馬車にエリクと乗り込む。

「よし、出発せよ」

　フェイリールが声をかけると馬車がゆっくりと走り出した。

　馬車に馬で付き添うのはマイネルだけだが、道中は騎士たちがさりげなく護衛として追走し、酒場でも店の外で警備に当たることになっている。

　当初の予定とは違ったが、さすがにマイネルだけの護衛では危険だと反対されたからだ。

　向かいに座るエリクはいつもと変わらぬ様子でじっと窓の外を見ている。フェイリールが話しかけなければ黙ったままだろう。物静かな者でよかった、と思いながら、ふいに、胸がどきどきしていることにフェイリールは気づいた。

　こうして酒場に向かうことには成功したが、その後のことがさすがに心配になってきたのだ。

　一夜を過ごす相手は誰でもいいとはいえ、なるべく同じ歳くらいの、やさしそうな男がいい。ただ、そんな都合のいい男がいるかどうか……。

　そして、その男とはベッドを共にするのだ。

　無意識にフェイリールは息をのんでいた。

　婚約はしたことがあったが、これまで男と特別親しくなったこともない。そんな暇もなかったし、なにより女王の純潔は守られて然るべきもので、軽々しく男を寄せつけぬよう周りがとにかく目を光らせていた。

　フェイリール自身も、そういうことは結婚するまで当然縁がないと思っていたのだ。

「陛下……」

　エリクの声にフェイリールははっと顔を上げた。

「なんだ？」

　まさか不安が顔に出ていたのを見られたか、と思ったが、エリクはいつものように真面目な顔をしているだけだった。

「もうすぐ酒場に着くようです」

「そ、そうか。意外と近いものだな」

　フェイリールは向かいのエリクに気づかれないようローブの中でぎゅっと手を握りしめた。

　これまで女王として他国の王族と数えきれぬほど謁見してきたが緊張などしたことがなかった。

　それなのに、まるで小娘のように震えている……。

　馬車が止まり、フェイリールは覚悟を決め気持ちを奮い立たせた。

「さあ、参るぞ」

　マイネルが馬車の扉を外側から開け、降りてきたフェイリールたちに言った。

「ご案内するのは、あの酒場です」

　マイネルが指さしたのは、夕闇の中でも人通りが多い道で、さらにひときわにぎやかな店だった。これまで城下の視察は何度もしたことがあったが、こんな時刻に酒場の通りなどははじめて目にする。

「ここは騎士たちもよく立ち寄る酒場で、料理がうまいと評判の店なのです」

　煉瓦造りの店内には、木のテーブルと椅子が並び、気取らないあたたかみがあった。そこで客たちが陽気にゴブレットを傾けている。

「これが酒場か……」

　フェイリールは思わずつぶやいた。

　想像していた光景と、さほど変わらなかった。

　それはつまり、ここで一夜の相手を見つけるというのも、突飛すぎる考えではないのかもしれない。この客の中に……そう思うとさすがに緊張してきた。目深に被ったローブの下からまわりをじっくり見渡したいが、緊張してできない。

　立ち尽くすフェイリールをエリクが心配そうに見ているのが、フードの陰から見えた。

「こちらにどうぞ」

　マイネルに先導されてなんとか席に着くと、店の奥から店主と思しき恰幅のいい男が現れた。

「これはこれは女王陛下。今宵はこのようなむさ苦しい店にお越しいただき、誠に光栄でございます」

　この挨拶にフェイリールは驚いた。

　はっとして辺りを見回すと、店にいる客たちはさっきの自然な雰囲気とは違って、全員食い入るようにこちらを見ている。

「あ、ああ……そうか、いや、よろしく頼む」

　こんなはずでは、と動揺したもののそれを隠し、なんとか鷹揚にうなずく。

「それでは、少々お待ちください。当店自慢の料理をお持ちいたします」

　そう言って店主がテーブルを離れ、フェイリールは隣に座るマイネルに掴みかかりそうになってしまった。そこをぐっと抑え、ひそひそと囁いた。

「マイネル、どういうことだ。お忍びだと申したであろう？」

　お忍びとは、正体を隠してという意味だ。

　相談した時の記憶を思い起こしてもはっきりとそう言ったはずだが、マイネルは悪びれることなく満面の笑みで答えた。

「なにをおっしゃるのです、陛下。民を思う陛下の御心をこの機会に広く知らしめずしてどうなさいます。大変もったいないことですぞ」

「それは……」

　ここにきた動機に後ろめたいものを感じていると、マイネルが真剣な顔で言った。

「騎士団は平時、街の治安維持を担っておりますので、反感を持たれると円滑に仕事がすすめられなくなりますが、陛下が民に慕われれば、我らお仕えする者も仕事がやりやすくなるのです」

　それが結果として民たちの暮らしの平穏に繋がる、と言われればフェイリールも返す言葉がなかった。

「さあ、皆が陛下に話を聞いていただけるのを待っておりますぞ」

　はじめは皆フェイリールに目通りできたことや、さすが女王の気品はお忍びでも隠しきれない、などと褒めそやしてきたが、次第にあれこれ不満を訴えてきた。

　ちらりと横を見ると、エリクが真剣な面持ちで用意してきた巻紙に訴えを書き留めている。

　できる限りと全力で政を担ってはいるつもりでも、とりこぼしているものはあるとは思っていた。だが、こうして直接話をきいてみると、解決しなくてはならないことはまだいくつもあるとわかった。

「これほどとは……」

　民の訴える問題の多さに、フェイリールは酒場にきた本来の目的を忘れ、マイネルを酔いつぶすどころではなかった。










「失敗した……！」

　フェイリールは拳で思い切り机を叩いた。

　王宮に戻った時はすっかり夜が更けていたが、自室には戻らず、民たちの陳情をまとめる、と言ってひとまずエリクを従えて執務室に寄っていた。

　マイネルはロレン夫人に頼まれたらしく、フェイリールを自室に送り届けるまで執務室の外で待っている。

「こうなってはもう酒場で一夜の相手をさがすことはできない」

「なぜです？」

　また日をあらためれば、とエリクは言う。

「いや、もうあの辺りでは私の顔が知れ渡ってしまったに違いない。女王だとバレてはだめなのだ！」

　やりきれない思いにもう一度机を叩いてからフェイリールは頭を抱えた。

　計画は完璧だと思っていたが、そう都合よくいかないことがわかった。いや、そもそもその計画が甘かったのか……。

「ですが、すべてが無駄ではありませんでした。やはり民の口から直接話を聞けたことは大きな収穫と言ってよろしいかと思います」

　机に突っ伏していたフェイリールは、前髪を掻きながら顔を上げた。

「確かに、その点では無駄ではなかったな」

　エリクが手元の巻紙を開いて書きつけていた内容を確認する。

「民から聞いた話の中でいくつか気になることがありました。緊急性の高いと思われるもので、王都の南、貧しい者たちが暮らす地区に体調を崩している者が多く出ているという話です」

　まだ死者が出るほどではないようですが、とエリクは続けた。

「ああ、それは私も気になった。すぐに手を打たねばな。疫病として流行する前に医師たちを向かわせよ。見過ごしていては大事になるやもしれぬ」

「はい。加えて食料の援助もなさったほうがよろしいかと。栄養が不足し、体力が落ちていては病にかかる者も多くなります」

　フェイリールはうなずいた。

「そうだな。まったくそなたは細かいところによく気がついてくれる」

「いえ、そんな……」

　謙遜する政務補佐官の顔に疲れが見えた気がして、今宵はここまでにしなくては、と思った。

「今日は遅くまですまなかったな、エリク。もう部屋に戻って休んでくれ」

　政務補佐官は王宮内に私室が与えられていて、毎日の食事など生活するには不便のないようになっている。

「陛下はどうされるのですか？」

　ここでまだ片づけるべき仕事を片づける、というとエリクも残ると言うだろう。

「私も部屋へ戻って休む。今日はさすがに疲れた」

　エリクがほっとするような表情を見せ、フェイリールもはじめて体が重く感じた。

「では、また明日」

「お休みなさいませ」

　そうしてお互い素っ気ない挨拶を交わし、自室へ戻った。










　フェイリールが新たな計画をどうするか頭を悩ませながら執務室に向かうと、エリクが開口一番に言った。

「陛下、今朝医師たちを城下へ派遣いたしました」

「そうか、仕事が速いな。これで無事治まってくれればいいが。経過はまた逐一報告してくれ」

　そうしていくつもの報告を受け、決裁を下していきようやく一息ついていると、エリクがちらちらとフェイリールの方を見ていることに気づいた。

「なんだ？」

「……あの、陛下、例の件はあれからなにか新しい考えが浮かばれたのでしょうか？」

　エリクの方からこの話題を口にするとは、と少し驚いた。

「ああ、仮面舞踏会を開くのはどうかと思ったのだが……」

「仮面舞踏会……ですが、仮面をつけたところで舞踏会に招かれるような方は陛下のことをご存じでしょう。正体を隠して、というのは無理ではありませんか？」

　フェイリールはがっくりと肩を落とした。

「まったくそなたの申す通りだ。しかも、思いついたはいいが、私には舞踏会を開くこれといった理由がない。あるとすれば私の誕生日くらいだが、半年以上も先の話だ」

　いくら女王とはいえ思いつきで舞踏会を開けるわけではない。

　そこにはなんらかの理由、たとえば祝い事などが必要だが、ここしばらくは特にめでたいこともない。それに、女王の開催する舞踏会ともなれば大がかりなものになる。簡単に開催して散財するようなことはできない。

　しかも、フェイリールはこれまで舞踏会を開きたいなどと自ら言ったこともなく、他にこじつける理由も思いつかない。

　それなのに、突如舞踏会を開きたいなどと言えば周りも不審がるだろう。

「他国の舞踏会に出席するというのも考えたが……」

　友好国からは女王に対して常にあらゆる招待がある。

　ただ、よほどのことがなければ女王自ら足を運ぶことはない。大抵は、大臣などを名代として派遣するだけなのだが、フェイリール自身が訪ねても悪いわけではなかった。

「とはいえ、賓客である陛下を招待国が放っておくわけありませんね」

「おそらくな」

　フェイリールが訪ねていけば歓迎の舞踏会、ということになるはずだが、とてもひとりになれるとは思えない。延々とその国の有力貴族たちの挨拶の列が続くに決まっている。

「そこで、国内で開かれている貴族たちの舞踏会や夜会にお忍びで行くことも考えたが……」

　舞踏会を開くくらいの貴族は、財力があって社交的な者たちばかりだ。当然フェイリールのこともよく知っている。正体を隠していてもいつばれるかわからない。

「とても相手をさがすどころではないな……」

　計画は暗礁に乗りあげたといってよかった。

　やはり女王が密かに身ごもるなど不可能なのかもしれない。

　フェイリールは心のどこかでずっと思っていた。

　もうあきらめてこれまでの女王と同じように愛のない結婚をするしかないのか、と。

　ただ、フェイリールは自分が不幸になりたくないだけではなく、結婚する相手も不幸にしたくないのだ。

　重苦しい考えから逃げ出すように、何気なく目の前にいるエリクを見た。

　髪に寝癖がついている。

　顔立ちも派手さがないせいか地味に見えるが、よくよく目を凝らすと整っている気がしないでもない。

　これまで優秀な政務補佐官だという以外、特になにか意識したことはない。

　エリクも仕事以外の無駄口をきいたりせず、日々淡々と勤めている。

　年齢は、確か……二十六歳だったか、最初に聞いたきりなのでよくおぼえていない。

　はじめて出会ったのはまだ一年ほど前のことだ。

　長年母に仕えてきた政務補佐官が老齢で引退することになり、たまたま会った学術院の学長に誰か優秀な人物はいないか、と話したところ、渡りに船とばかりに推薦されたのがエリクだった。

　この国において高等な学びの場である学術院で、優秀な成績をおさめた者は役人として取り立てられる。だが、エリクは誰よりもその資格があるにもかかわらず、身分が低いためこのままでは行き場がなくなる、と学長はフェイリールに訴えたのだった。

　有能であれば出自は問わない、とフェイリールは学長に請われるままエリクを政務補佐官に採用した。

　果たして、学長が推薦してくるだけあってエリクは有能だった。

　さらに、真面目で職務に忠実、無駄話などほとんどしたことがなく、勤めて一年ほど経ってもエリクはフェイリールに対して緊張感をなくし気安い態度をとることもなかった。

　陰で仕事に対する不満を漏らしていたというような噂もない。

　此度の極秘女王妊娠計画にも助力してくれている。

　そんなことを考えていると、つい口から出てしまった。

「……そなたが協力してくれればいいのではないか？　この計画を知っているのはそなただけだ」

　しばらく間があった。

「は……？」

「そなたは口が堅そうだから、此度のこともつい心情を吐露してしまったが、考えてみれば灯台もと暗しのような気がするぞ」

　フェイリールは期待を込めてエリクを見た。

「お、俺がですか？　俺が、陛下のお世継ぎの父親に？」

　さすがにエリクもうろたえはじめた。

「そうだ。そなたに迷惑はかけない。協力してくれると助かる」

「ですが、当初陛下がおっしゃっていた計画では、父親は当の本人も含めて誰だかわからぬほうがよろしかったのではありませんか？」

　確かに、あとからもめずに済むためには本人も父親だと気づいていない方がいい。

「だが、これは墓までもっていく秘密だと申しつければそなたは守るだろう？」

「それは……」

　エリクは異を唱えなかった。

　やはりこの者は真面目で忠実なのだ。

「で、ですが、陛下はよろしいのですか？　その、俺が相手で……」

「うん？　なにか不都合があるのか？　もちろん忘れろ、というのは無理だとは思う。だが、秘密を守ってくれる限りなんらかの見返りを与えてもいいぞ」

「見返りなど必要ありません」

　心外だとばかりにエリクが言った。

「では、この誓約は成立だな？」

　エリクが息をのむのがわかった。

　無理を言っているのはフェイリールとて承知していたが、他に頼む者もいない。

　ある意味、多少の犠牲もやむを得ないと思っている。

「……はい、仰せの通りに」

「よし、そうと決まれば！」

　フェイリールが勢いよく立ち上がると、エリクが椅子から転げ落ちた。

「どうした？」

「ま、まさか、いますぐここで、というわけではありませんよね？」

　そう言われて執務室を見渡してみる。

　室内の調度は重厚ではあるが、古めかしく地味で雰囲気はあまりよくない。

「いや、ここではいつ誰が入ってくるかわからぬな」

　この執務室でエリクとふたりきりで過ごしている時間は多々あるが、人払いはしていない。つまり、いつでも誰かが入ってくることができる。もちろん入室の許可は求められるが……。

　誰も入室してこない時間は、長い時もあれば、侍従が頻繁に出入りする時もある。

　頼まずともお茶が運ばれてきたりする場所では、やはりふさわしくない。

「人払いをすればあやしまれる。これまで一度たりともそんなことはしたことがないからな」

　ここは私室ではなく、あくまで仕事をする場所で、当然と言えば当然だった。

　フェイリールが謎の懐妊をした暁には、間違いなく父親は誰だという詮索がはじまる。エリクが疑われるようなことは避けねばならない。女王がなにをしていたか不明の時間があればそこが疑われるのだ。

　突然人払いを、と申しつけ、たとえ執務室でも男とふたりきりになっていた場合、その時間があやしまれる。

「……ふむ、相手は見つかったが、また別の問題が出てきたな」

　どうやってこのエリクと密会して事をなすか、だ。

　些細なようで、むずかしい問題だった。

「なにか手を考えねば……」

















第三章　女王の尽きぬ悩み












「さて、どうするか……」

　自室に戻りフェイリールは窓際におかれている長椅子に座っていた。少し離れた場所で侍女たちが明日のドレスはどれがいいか話し合っている。侍女たちに私語を禁じる女王もいたらしいが、フェイリールは咎めたりはしない。それどころか、侍女たちのたわいないおしゃべりからは得るものが多いと思っている。

　フェイリールがすっと立ち上がると、侍女たちが一斉にこちらを向いた。

「どうなさいました、陛下」

　答えずそのまま廊下へ続く扉に近づいていくと、あわてて侍女たちが追ってきた。

「どちらへおいでに？」

　フェイリールの唐突な行動に驚いているはずだが、皆にこにこと笑みを浮かべている。

「なに、庭で少し夜風にあたってこようかと思ってな」

　そう言うと侍女の顔が曇った。

「お風邪を召されたら……」

「長居はしない。少し気分を変えたいだけだ」

　政策に頭を悩ませているからと言うと、侍女頭が仕方がないとばかりにうなずき振り返った。

「では、陛下に上着をお持ちして」

　毛皮で縁取りされているが、見た目ほど着心地が重くない上着がそっとフェイリールの肩にかけられる。

　扉を出て、警備兵にすぐそこの中庭に出るだけだ、と言ってから歩きはじめた。

「いま温かいワインをお持ちします」

　そうしてハーブと蜂蜜を入れてお湯で割ったワインが運ばれてきた。

　受け取って中庭のベンチに腰掛けると、侍女たちはそっと離れていき声が届くところくらいの辺りで控えている。先に部屋に戻っているように申しつけたところで従わないだろう。

　とりあえずフェイリールはワインを一口飲んだ。

　あたたかい。

　初夏とはいえまだ夜は冷える。

　そうしてワインを手にしたままフェイリールは考えた。

　私室からフェイリールが抜け出すにしても、エリクを引き込むにしても、まずこの中庭が重要になってくるように思えた。

　だが、庭の端から端に目をやるが、生け垣と手入れされた芝生の上に動物たちと戯れる女神の彫像があるだけで身を隠すような場所はない。

　フェイリールは王宮のどこにいても驚かれることはあっても、咎められることはないが、エリクは違う。場所によっては大きな問題になり罪に問われる恐れがある。

　協力してくれるエリクをそんな危険な目にはあわせられない。

「やはりこの案はダメだな……」

　小さくつぶやいてフェイリールは立ち上がった。

　それを目にした侍女たちがそそくさと寄ってきて、侍女頭がほっとしたようにフェイリールを見る。

「お戻りですか？」

「ああ、少し気が晴れた。たまには夜風にあたるのもいいものだな」

　いまさらながらに夜空を見上げると星が美しく輝いていた。

「それはようございました」

　部屋に戻るよう促され、言われるまま自室のベッドで休んだ。

　やはり、この部屋で密会するのは不可能だと思いながら。










　フェイリールは、常に女王として多くの者にかしずかれていて、ひとりになる時間などない。

　普段から何人もの侍女に囲まれているし、暮らしている王宮の居住棟も警備兵によって厳しく警護されている。それは私室の扉の前も同じで、出入りする者は必ず兵によって確認される。もちろん部屋から出ていくのがフェイリールであっても、ひとりの場合はそのまま通してはくれない。どこへ行くとしても侍女か警備兵がついてくることになるのだった。

　眠っている時も、隣の部屋には侍女が寝ずに控えていて、どんな時間でも女王から用を申しつけられた時のために待機している。これは、ただ女王のわがままを聞くためだけではなく、突然、戦乱が起こった時など素早く女王の身支度を調えるためだ。

　そのため、夜中ひとりで部屋を抜け出すのはおそらく無理ということになる。

「さて、どうするか……」

　ひとりで考えているよりは、とフェイリールは極秘扱いされている王宮の見取り図を宝物庫から持ち出し、エリクの意見を聞くことにした。

　執務室でふたりきりになった頃を見計らい、机の上に王宮の見取り図を広げる。

「なんとか私の部屋からひそかに脱出する手段はないかと思ってな」

「陛下、できるかぎり危険なことは……」

　わかっている、とフェイリールは見取り図を睨みつけた。

　王宮は、見た目の優雅さを保ちつつも、無防備ではないように設計されていて、死角になるようなところにはしっかり警備兵が配置されている。

　特に王族の居住する辺りは隔離されていると言っていいほど、廊下も入り組んで窓も少ない。

「こう見ると牢獄から逃げ出す方が楽かも知れぬな」

「確かに……」

　だが、エリクであればどこか抜け穴をさがしてくれるのではないかと期待した時だった。

「陛下、少しよろしいですかな？」

　大臣のひとりが侍従を寄越さず、わざわざ執務室にたずねてきた。

「あ、ああ、どうした？」

「少し急ぎで陛下のご意見をうかがいたいと思いまして」

　手元の書状を広げようとしている大臣を待っていると、机の上の見取り図のことを思い出した。

「……っ」

　大臣の目にとまったら不審に思われるかもしれない。

　さりげなく机に広げている見取り図を隠そうとしたが、それが目を惹いてしまった。

「おや？　……それは王宮の見取り図ではありませんか？」

　なんと誤魔化そうかとフェイリールが眉を寄せた時だった。

「定期的に王宮の警護の仕方を見直した方がいいのではないかと、ご提案しておりました」

　エリクが横から答えた。

「警護の見直しでございますか？」

　大臣が怪訝そうな顔をしてフェイリールを見る。

「そうだ」

　無理のない言い訳だと思ったのもつかの間、大臣が憤慨しはじめた。

「政務補佐官。そのようなこと、わざわざ陛下に進言して御心を煩わせるとはなんたることか！」

　王宮の警護は、そもそも女王が管理するものではなく、大臣の言っていることはもっともではある。

「申し訳ありません。警護は場所によって管轄が違うので、陛下にご相談するのがいちばんかと……」

　この執務室周りや、女王が公式の場として使う場所は近衛兵が警護を担っていて、その他の場所は警備兵、さらに王宮の周辺は騎士たちが指揮をしている。そして、これが一番重要なことだが、皆反目しあっていて関係はよくない。この者たちに話し合いをさせるのはかなり難しい。

「つまり、そなた、自分の労を惜しんだというわけか？」

　エリクに詰め寄ろうとした大臣をフェイリールは止めた。

「大臣、そこまでにしてくれ。エリクは私に最善の方法を提案してくれているだけだ」

「ほう……？　陛下がそこまでおっしゃるとはめずらしいですな」

　しまった、とフェイリールは自分のうかつさに奥歯を噛みしめた。

　臣下の者には常に公平に接するよう努めている。つい必要以上にかばいすぎたことで、変に勘繰られるかもしれない。エリクが特別に目をかけられていると思われることがあれば、計画は中止だ。

　ここまでこぎ着けたのにまた頓挫となれば、もはや手詰まりとなってしまう。

　フェイリールは必死で頭を巡らせ言った。

「なに、こうしている時間がもったいないだけだ」

　はっとした大臣がそそくさと用を済ませて出ていった。

　少しでも迷惑がかかるおそれがあれば、エリクを子どもの父親にするわけにはいかなくなるのだ。

　うかつなことはしてはいけない。

　むしゃくしゃして見取り図を丸めてしまいたいところをぐっと抑え、フェイリールは丁寧に巻き直した。










　なんだか疲れた。

　普段の政務に加え、極秘懐妊計画も並行して頭を悩ませているのだ。

　しかも、計画は手詰まりになりそうな気配が漂っている。

　まったく、密かに妊娠することが、こんなに難しいことだとは思わなかった。

　フェイリールはめずらしく一旦休憩することにして自室に戻った。

　だが、ロレン夫人はなにもきかずいい香りのするお茶を出してくれ、そっとしておいてくれた。

　お茶を飲んだ後、気づけば長椅子でうたた寝をしてしまっていた。

　ふと目が覚めたが、侍女たちはそれに気づかず小さな声でおしゃべりしている。

　そういう時、フェイリールは自分でも人が悪いと思うのだが、寝たふりをしてそのおしゃべりを盗み聞きすることにしているのだ。女王とはいえ、フェイリールも侍女たちと変わらない年頃だ。その年齢にふさわしい、たわいないおしゃべりがしたくとも、そんな相手はいない。幼なじみのロレン夫人は唯一本心を話せる親友だが、彼女は許嫁と結婚した一途な女性なので、恋の話などしたことがなかった。

「まあ……また浮気してるみたいなの……？」

　なにやら不穏な話のようだ。

「サリー、もうあんな人やめたほうがいいわよ」

「でも……」

　サリーとは一年前から仕えてくれている地方領主の娘で、母親も先代女王の侍女として勤めてくれていた。サリーの母親は、髪結いが素晴らしく上手くて重用されていたが、その娘であるサリーは少々不器用で、残念ながら髪結いの才能はない。だが、毎朝熱心にフェイリールの髪を梳ってくれている。それだけなら特に問題のない侍女だが、あまり王宮にも馴染んでいないようで、少し気になっていた。

「あなたもいずれこの勤めを終えて領地の親のもとへ戻るのでしょう？　好きだからって結婚できるわけじゃないのよ？　王宮勤めの間のいい思い出くらいに割り切らなきゃ……」

　なるほど、サリーには恋人がいて、あまり誠実ではないらしい。しかも、思い切れないらしく、年上の侍女から諭されてもサリーは納得できないようだ。

　寝たふりをしたままフェイリールは考え込んだ。

　主人としてサリーの恋を叶えてやりたいと思う。

　簡単なことだ。

　その恋人は、おそらくこの王宮に勤めている者だろう。フェイリールが直々に呼び出して不誠実な態度をあらためサリーを恋人として大事にするように命じる。

　逆らう者はいない。

　サリーがその者と結婚したいと願えば、父親にそれを許すよう命じることもできる。フェイリールにとってはいとも容易い。

　だが、それではサリーはしあわせになれないだろう……。

「ふ……」

　フェイリールは思わずため息をつきそうになって、あわてて寝たふりを続けた。すると、その時、

「あ、あの、わたし、お茶をいれてきます」

　居心地が悪いのか、サリーは口実をつけて部屋を出て行ってしまった。

　フェイリールはこのまま寝たふりを続けるか迷っていると残った侍女たちが話を続けだした。

「まったく、困ったものだわ」

　いちばん年長の侍女の心配そうな声がきこえてきた。

「つらい思いをさせたくないのだけど、ああも聞く耳を持たないのではね……」

　そういうものでしょう、ともうひとりの侍女が投げやりに言う。

「恋は盲目って申しますもの。しかも、王宮に来てはじめて親しく接してきたのがあの騎士ですから、夢中になるのも仕方がないのではないかと」

　侍女たちの間にあきらめの空気が漂っている。

「確かに見栄えのする青年ですからねえ。でも、本気で親しくする娘は他にいませんよ、あの騎士の浮気性はとても治らないでしょうから」

　なるほどサリーの恋人は騎士で、しかも、いわゆる遊び人なのだろう。

　一体、誰なのだろうか。

　サリーの恋を叶えてやりたいと思ったが、相手が悪いようだ。ここは他の侍女たちの言うとおり、すっぱりあきらめさせた方がよいのかもしれない。

　とにかく起きて侍女たちの話を聞こうと思った時、ふと閃いた。

　突然長椅子から立ち上がったフェイリールに侍女たちが跳び上がった。

「へ、陛下！　いつからお目覚めに？」

「細かいことは気にするな。それより、サリーはなにやら問題を抱えているようだな」

　はっとした侍女頭が口に手をあてたが、すぐに肩を落としうなずいた。

「左様でございます……」

「して、その恋人とやらはそんなに不誠実な者なのか？」

　侍女たちはためらうように顔を見合わせたが、黙っていられないようだ。

「このように些末なこと陛下のお耳に入れるのは心苦しゅうございますが……」

「かまわぬぞ。サリーのこと私の侍女なのだから捨て置けるものではない」

　サリーの恋人は、これまで多くの浮き名を流している騎士だということ。サリーはこの王宮にきて、そんなことも知らずにその騎士と親しくなってしまったということ。騎士はサリーがなにも知らないのをこれ幸いだと思っているらしいことを侍女たちは話した。

「サリーの前に親しくしていた娘ともいまだにしばしば会っているようですし、アデリアさまの侍女とも親しくしているようで……そのような噂が絶えません」

　おそらく街にも似たような関係の娘が複数人いるらしい、とあきらめたような口ぶりで言う。

「ですが、サリーはまったく聞く耳を持たないのでございます……」

　そこまで頑なだということは、サリーも実際はその騎士のことを恋人として疑っている可能性が高い。

「そなたたちの言葉を信じていないのではなく、恋人から騙されていると信じたくないのだろう」

　侍女たちは我がことのようにサリーを案じている。

　そのことにも気づけないとは、恋の病としても重症だ。

「畏れながら、陛下のお力でサリーの恋人をどこかに遠ざけることはできないでしょうか？」

　フェイリールは少し考えた。

「できなくはないな。話を聞いただけでも騎士の振るまいとしては目に余る。だが、それでサリーがあきらめるだろうか？」

　万が一にも騎士の後を追って王宮を出奔したりすれば、サリーには不幸になる未来しかない。

　醜聞が広まれば実家に連れ戻され、そこではじめからいなかったような扱いを受けるだろう。もう恋どころか、結婚もできない。

「そんなことにならないよう、決定的にあきらめさせねばなるまいよ」

「どうすれば……」

　侍女たちは無闇にサリーを正そうとしているわけではない。これまでも同じようなことがあったからだ。華やかな王宮に浮かれ、はめをはずしてしまう者は残念ながらめずらしくない。王宮仕えを刺激のある職場だと思っている者は多かった。

　真面目に王宮で仕え、評判のよい娘として領地に戻り条件のよい結婚をする。

　それが侍女と娘を送り出した家族の願いだ。

　だが、恋人に弄ばれ、思いあまって無理心中しようとした侍女もいたと、聞いたことがある。

　フェイリールに心から仕えてくれる者たちを、そんな不幸な目にはあわせられない。

「では、こうしよう」

　侍女たちが期待に満ちた眼差しでフェイリールを見る。

「サリーが自ら恋人のことをあきらめるよう仕向ければよい」

「そんなことが……？」

　フェイリールはうなずいた。

「サリーが私に仕えている間、当然騎士も勤めを果たしている。だが、そうでなければ、どうする？」

　騎士も特別な任務のない限り、空いている時間は王宮の敷地内で剣や馬術の鍛錬をして過ごしている。その間はサリーも恋人が浮気をしていないかと心配する必要はない。

　だが、サリーの仕事中、目の届かない時に恋人が自由な時間を手にしたらどうなるか。

「それは、気が気ではないかもしれませんね」

「そこでだ。先日私が酒場へお忍びで行くための手はずを整えたマイネル騎士団長とその部下たちを労って、いつもよりはやめに仕事を切り上げていいことにし、そのまま夕食を用意させたからといって酒を振る舞う。サリーはまだ仕事が終わらない」

　なるほど、と侍女たちが感心する。

「私はサリーを従えてその時間図書室へ行く。いつもそなたたち侍女は私が出てくるまで扉の外で待っているだろう？　その間、恋人がどう振る舞っているかサリーは気になるはずだ。扉の前で待っているだけならこっそり席を外して様子を見に行く可能性が高い」

　そこで羽目をはずしている恋人の姿を見れば、目が覚めるのではないか？

「そうですね、あの騎士のことです。大人しくお酒を楽しむだけでは済まないでしょう」

　この王宮で、騎士と近づきたいと思っている者は多い。王宮内で社交に励んでいる貴族の娘たちも放っておかないはずだ。

「上手くいきそうな気がします。それで、陛下のお供はどういたします？　もうひとり一緒に行くようにいたしましょうか？」

　勤めを放棄しようとしている者がいるのだから、侍女としては気が気でないのかもしれない。

「それにはおよばぬ。私も図書館で調べ物に忙しくて特に用を頼むこともない。それに、他の者がいればサリーはこっそり抜け出せぬだろう？」

「そう……ですわね……」

　後ろめたく感じた様子ながらも、侍女は納得した。

　これで、ようやくフェイリールがひとりになれる時間ができる。

　すぐにエリクに知らせなくては……！










　意気揚々とフェイリール自ら足を運び、マイネルのもとを訪ねた。

　すると、夕方から酒宴を？　とマイネルが頑なに遠慮して計画がダメになるところだった。

　まったく思い通りにならないことが多すぎる、とフェイリールはもう少しで自棄やけを起こすところだった。

　だが、なんとか納得させて酒宴を開くようにした。

　酒宴の手配は侍女が買って出てくれたので任せることにして、あとは、エリクに伝えるだけだ、とフェイリールは廊下を急ぎ執務室の扉を勢いよく開けた。

「フェイリール！」

　思わず後退りそうになったところを踏みとどまる。

「……叔母上？」

　すっかり忘れていた、とフェイリールは声に出してしまいそうになった。突然降って湧いたように現れたのは、ケネス王子との婚約の話をまとめた叔母サンドラだった。

「わたくしがわざわざこうしてきた理由、わかっているわよね？」

「ええ、まあ……」

　ダネイル王国に嫁いだ叔母は、夫と折り合いがあまりよくないらしく苦労しているようだという報告を、フェイリールは受け取っている。だが、本人は度々しあわせに暮らしているといった内容の手紙を送ってきていた。フェイリールも叔母のため、嫁いだ国で肩身が狭くないよう便宜も図っていて、その一環であのケネス王子とも婚約したのだが……。

「だったら、なぜあなたから、今回の件について申し開きがなかったのかしら？」

　とは言いつつ、おそらく夫である国王とその妹の両方に責められ居ても立ってもいられずに、こうして押しかけてきたに違いない。

「本当に困るわ。破談なんて、どうしてなの？」

　頭が痛くなりそうで、フェイリールは額に手をやった。

　正直もうあのケネス王子とのことは思い出したくもない、それなのに。

　ちらりと横目でエリクを見ると、気配を消すように机についている。

　フェイリールはなんとかこの場を仕切り直そうとして言った。

「叔母上、わざわざおいでとは……お知らせくだされば出迎えましたのに」

「そんな挨拶はいいのよ！」

　サンドラが叫び、フェイリールはその金切り声に肩をすくめた。

「……わかりました。では、ケネス王子に破談となった理由は聞かれたのですか？」

「ええ、もちろんよ。ケネス王子の母君が夜通し馬車を走らせてね、涙ながらに知らせてきたのよ。あなたがどうしても彼を気に入らないって。王子の髪の色がいやだとか、声が気どってるなんてあれこれ難癖をつけてきたなんて、もう本当に耳を疑ったわ」

「そうですか……」

　もっとひどい理由をでっち上げてくるかと思ったが、絶妙にフェイリールが理不尽な言いがかりをつけてきたと、ケネス王子は話したようだ。

「断るにしても、他に言いようがあるでしょう？　それに、婚約してからあれこれ文句をつけるなんて、はじめから気に入らなかったのなら、気に入らないと……」

「私は、叔母上がすすめてくださった話ですから、間違いないと思ったのです」

　長くなりそうな話をやや遮るように言うと、気分を害したのかサンドラが眉根を寄せる。

「だったら、どうして……」

「叔母上、どんな些細なことでも、私が気に入らなければ破談の理由になります」

　サンドラが信じられないとばかりに顔を引きつらせ、口元をハンカチで覆った。

「そんな、あなた……なんて生意気な……」

「生意気？」

　フェイリールはゆっくりと落ち着いた声で言った。

「私はこの国の女王です。そして、夫を選ぶ側なのです」

「な……っ」

　嫁いでから叔母は変わった。

　以前はもっとおっとりとして朗らかだったのに、すっかり口うるさくなってしまった。

「まさか誰か他に気に入った者がいるの？」

　おそるおそる聞いてきたサンドラに、なぜかはっきり否定できなかった。

「どうなの、フェイリール！」

　詰め寄ってくるサンドラが、いますぐこの場から消えてくれるならなんでもする。

　そう思った時、閃いた。

「では、こうしましょう、叔母上。一年かけて造らせていた船がつい最近完成したところです。それを此度のお詫びとして叔母上に差し上げましょう」

「え……船を……？」

　唐突な提案に叔母は怪訝そうな顔をしているが、フェイリールはかまわず続けた。

「最新の技術をつぎ込んだ、他にはない船です。これで御夫君ごふくんである国王陛下にも面目が立ちましょう」

　さっさと叔母を納得させこの話を終わらせてしまいたい。

「船だなんて、いまはあなたの結婚のことを話しているのに、なにかはぐらかそうとしているのね、フェイリール？」

　サンドラの表情がさらに険しくなってきた。

　このまま聞く耳を持たなくなってきては困る。

　さすがに話を終わらせようと急ぎすぎたか、と思った時だった。

「お待ちください、陛下」

　ふいにエリクが立ち上がって言った。

「畏れながら、南の海洋国からわざわざ技師を招いて一年がかりでようやく完成した船を、サンドラさまとはいえお譲りするなんて、もう少しよくお考えになったほうがよろしいのではありませんか」

「なんだと？」

　いままでエリクはこんな差し出がましいことを言ったことはない。

　フェイリールはすぐにその意図を察した。

「そなた、叔母上の嫁がれた国がどこだか知らぬわけではあるまい。ダネイル王国は、いま付近の海域で海賊が出没して難儀しておられる」

　叔母の嫁いだ国の海峡を挟んだ向かいの国が、密かに海賊行為を働いていることは、フェイリールもすでに聞き及んでいる。

　しかも、叔母の国の船では海賊に歯が立たず、甚大な被害を受けているらしかった。

　それを見越して向かいの国は海賊行為に及んだのだろうが、おかげでさぞかし国民も不満を抱いているだろうことは想像に難くない。

　エリクがだめ押しするように言う。

「確かにあの船であれば、海賊などいとも容易く圧倒できるでしょう。ですが……」

「最新の船を手放すのは私も惜しい。だが、此度は叔母上の嫁がれたダネイル王国のため。惜しんでいる場合ではない」

　フェイリールとエリクが強い口調で言い合っているのをサンドラが取り残されたように見ている。

「あの、フェイリール。あなたが言っているのは、そんなにいい船なの？」

「ええ、もちろんです。叔母上が国に戻られる時、お乗りになって確かめてごらんになればよろしいでしょう。とても速く、波を切り裂くように進む船です。御夫君である国王陛下もさぞおよろこびになると思います」

　叔母は、嫁いだ国の窮状を話すのは気が引けるようで、フェイリールに直接訴えてきたことはないが、困っているのは確かだった。

「そんなにあなたが言うのなら、その船を見せてもらおうかしら……」

「でしたら！　いますぐ出航なさったほうがよろしいかと。午後から天候が崩れると今朝聞いています。今日を逃すとしばらく海には出られないでしょう」

「ま、まあ」

　威風堂々とした船で戻り、それを目にして驚く夫の顔が浮かんだのか、叔母はそわそわしだした。

「いまなら追い風で早くお戻りになれます。近々試験航海に出る予定でしたので、準備はできていますから」

　それを聞いてサンドラはいそいそと執務室を出ていった。

　扉が閉まり室内が打って変わって静かになりフェイリールは椅子に座り込んだ。

「……まったく、助かったぞ、エリク」

「いえ、差し出がましい真似を……」

　エリクが申し訳なさそうに目を伏せた。

「いや、そなたがああ言ってくれねば、叔母は引き下がらなかっただろう」

　フェイリールは侍従を呼び、いますぐ叔母を船に乗せて送り届けるよう申しつけた。

「でも、本当によろしかったのですか？　あの船は試作とはいえよくできていると聞きました」

「実戦でも十分使えるだろうな。だが、我が国の技師に学ばせたかったのは技術だ。手放したところでまた造ればいいだけのこと。その方がさらに技師たちの腕も上がる」

　鉄鋼資源を持たない海洋国に、我が国の鉄鉱石を輸出して交易を重ね、代わりに造船技術を伝授してもらうのに三年かかった。

　だが、大事なのはできあがった船よりも技術だとフェイリールは繰り返した。

「叔母上ではそこまで思い至らないはずだ。これで御夫君の国王に面目もたつ。そして、船を手に入れて戻った手前、もう一度ケネス王子との結婚について抗議してきたりしないだろう。ケネス王子の母であるバルニエ国王妃は納得しないかもしれないが、直接こちらへ出向いて抗議する、ということになったら当の王子が止めるだろうさ」

　今度こそケネス王子は自分の悪事、婚約したフェイリールの妹王女と親密になっていたということが露見するかもしれないのだから。

　これであの王子のことを頭に浮かべるのも最後だろうと思うと肩の荷が下りた気がした。

　そして、ようやく本題に入ることができる。

「エリク、計画を実行する時がきた。明日だ」

「え、計画……あ、明日ですか？」

　エリクがぎくりと体を強ばらせるのがわかった。

「なんだ、都合が悪いのか？」

「い、いえ、その、突然ですから、心の準備が……と」

「そんなに気負う必要はないぞ。仕事だと思えばいい」

　エリクはあたふたしているがフェイリールは話を進めた。

「とにかく計画はこうだ」

　そうしてフェイリールは侍女サリーのことを簡潔に話した。

「では、俺はその時間に図書室へ行けばいいのですか？」

「そうだ」

　文官であれば図書館にいても特に不自然ではない。多くの書棚がそびえるように立ち、迷路のようになっている図書館で王族専用の閲覧室に忍び込むのは難しくないはずだ。

　完璧な計画だった。

「いいな？」

「は、はい」

　話はこれで終わった。

　エリクは優秀で何度も打ち合わせをする必要はないからだ。










　そうして翌日になり、フェイリールはエリクと素知らぬ顔でいつものように政務をこなして終わらせ、余計な話ひとつせず執務室をあとにした。

　昼食を取り、大臣や商人との謁見をこなしてから、フェイリールはサリーを供として図書館へ向かった。

　図書館は王宮の北に位置し、蔵書の数もこの大陸一といわれる大きな施設で、学術院の学者なども大勢出入りしている。

　フェイリールは図書館の棚の間を行ったり来たりし、両手に抱えるほどの本を選んだ。サリーにも本を持たせ王族専用閲覧室の鍵を開ける。

「今日は少し時間がかかるかもしれない」

「はい、廊下でお待ちしています」

　サリーは本をテーブルに置き、ぺこりと頭を下げて閲覧室を出た。

　これで、よほどのことがなければ誰もここには入ってこない。

　静かに扉が閉まってから、フェイリールはとりあえず本を一冊手に取り書見台に開いて置く。

　しばらくして物音を立てないように扉に近づき、鍵穴に顔を近づけた。

　扉の横には侍女のための小さな椅子が置いてある。息を殺して覗くとそこにサリーは座っていたが、明らかにそわそわしている。

　侍女頭はあちこちに酒宴の連絡をするためにサリーにも手伝わせている。

　いまこの時間、恋人は騎士団の皆と豪華な食事と酒を楽しんでいることを知っているのだから、案の定落ち着かないようだ。

　フェイリールは多少の罪悪感をおぼえつつ念じた。

　ここに座っていてもただいたずらに時が過ぎるだけだ、少しの間なら誰にも見咎められない、抜け出して恋人の様子を見に行くのだ、と。

　果たしてサリーは辺りを気にしながらおそるおそる立ち上がり、そそくさと席を離れていった。

　あとには誰もいない通路が見えるだけだ。

「……よしっ！」

　フェイリールは、思わず声に出していた。

　自分でもこんなに上手くいくとは思わなかったのだ。

　サリーが席を立たずにいれば、それはそれで忠実な侍女としてよろこばしいことだったが、マイネルを説得し酒宴を開いたことが無駄になるところだった。

「これで恋人の振る舞いを目の当たりにしてサリーもあきらめがつくといいが」

　フェイリールもエリクとの密会のための方便だけではなく、サリーのことは案じているのだ。

　今回のことで多少つらい思いはするだろうが、いい方向へ行くよう願った。

「さて……」

　あとはエリクが来るのを待つだけだ。

　フェイリールはもう一度鍵穴から通路を覗いてみた。

「こないな……」

　伝えた予定時間はもう過ぎているはずだ。

　もう一度鍵穴から通路を覗いてみた。

　人影はない。

「まさか、なにかあったのか？」

　フェイリールが執務室にいなくても、エリクにはいろいろと仕事がある。図書館で調べものをするのも仕事のうちとして咎められることはないが、誰かになにか用を頼まれてしまったりなどは十分あり得ることだ。

　それとも、フェイリールの頼みを断れずに引き受けてしまったが、いざとなって怖じ気づいてしまったか……。

　やはり強引だったかもしれないと思うと、不安になってきた。

　じっとしていられず、扉から離れ、書見台に近づく。

　やはりもう一度鍵穴から廊下を覗いてみようかと、落ち着かず同じ場所をうろうろしていると扉がそっと開く音がした。はっとして振り返ると後ろ手にエリクが扉を閉めるところだった。

「エリク……来てくれたか」

「陛下……」

　そうやってお互いのことを確認しただけで、後が続かない。

　こんな時、まずはどうするのだろう。

　エリクも遊び慣れた貴公子のようにはいかないのではないか、と思いちらりと顔を見ると、驚くほど青ざめていた。

「どうした？　顔色が悪いぞ」

　エリクがはっと我に返ったようにフェイリールを見たが、そのまま立ち尽くしている。

「エリク？」

　フェイリールが心配して一歩近づくと、エリクが後退った。

「……も、申し訳……できません。俺には……無理です」

　絞り出すような声でエリクが言った。

「そうか」

　フェイリールは落胆も苛立ちも感じなかった。

　ただ、かわいそうなことをしてしまった、とだけ思った。

「やはり、いざとなると気が進まぬということか……わかった、仕方がない。本当に無理を申して悪かった。なにも気にしないで欲しい。このことでそなたを不当に冷遇したりもしないし、これまで通りに扱うと誓う。なにも変わらずいままでのように補佐官として努めてくれるとうれしい」

　気まずさのあまり早口でまくし立てこの場を去ろうとしたフェイリールの手をエリクが掴んだ。

「ち、違います」

　エリクが泣きそうな顔でフェイリールを見る。

　揺れる瞳に葛藤が見て取れた。

「大丈夫だ。このことは忘れてくれ」

　そっと掴まれている手を離すよう促したが、エリクはさらに力を込めてきた。

「俺は……ずっと……陛下をお慕いしていました」

「な……」

　突然の告白に、フェイリールは呆然としてしまった。

「この気持ちを、畏れ多いと、とても手が届くわけがないとひた隠しに隠してきました。でも、一度だけ想いが叶うのだと……夢かと思いました。それが一度だけでも、と思いここにきましたが……」

　エリクの手が、気の毒なくらい震えている。

「ですが、俺の子どもを身ごもられた陛下を、産まれた御子を……遠くから見ていることしかできないなんて、耐えられそうにありません……っ」

　すぐにかける言葉が出てこなかった。

　そんな中、エリクの抑えた嗚咽が途切れ途切れにきこえる。

「エリク……」

　フェイリールは手を伸ばし、エリクの頬に触れた。

「そなたの想い、しかと受け止めたぞ」

「え……？」

　俯いていたエリクが顔を上げ、フェイリールは微笑んだ。

「すまなかった。辛い思いをさせたな」

　エリクが呆然としてぽかんと口を開けている。

「陛下？」

「うれしいぞ。いままで生きてきてこれほど真摯に想いを告げられたことはない」

　寂しいことにな、とフェイリールは自嘲した。

「だから、私もその気持ちに応えたいと思う」

「あの、どういう……ことでしょうか？」

　フェイリールはいままでになく胸が高鳴るのを感じた。

　頬が熱くて一旦大きく息をついて言った。

「私の夫になってくれということだ、エリク」

「え……？　で、ですが……」

　戸惑うエリクの顔に赤みが差してきた。

「確かに、そなたの気持ちといまの私の気持ちには温度差があろう。だが、私は誰よりも私のことを想ってくれる者を夫にしたい。ただし、女王の夫とはいろいろと難しい立場だ」

　それでもいいか、と問うとエリクは膝をつきフェイリールの指先に額を当てた。

「仰せのままに」
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　ふたりでひっそりと将来を誓い合い、エリクは先に閲覧室を出て行った。

　残されたフェイリールはふわふわと心が浮き立つようで落ち着かず、サリーが戻ってくるのを待っていた。

　エリクを夫にする。

　まだなんだか不思議な気もするが、上手くいくのではないかと希望が持てる。

　エリクの人柄は申し分ない。これから時間をかけて愛していけるだろう。

　そして、アデリアが言っていたことは正しかったと思えた。

　ケネス王子に侮られた時、フェイリールにも非があると言われ、そんなわけがないと思ったが、まったくその通りだったのだと。

　フェイリールは、婚約者に対してどこか冷めていたのだろう。

　王子たちは、それを感じていたに違いない。

　おそらくアデリアもそうだったのではないか。

　反発する妹のことを、フェイリールは仕方ないと向き合わず、どこかであきらめていたのかもしれない。

　近いうちにアデリアを修道院から呼び戻そう、そう思った時だった。

　扉の外で気配がして、鍵穴を覗くとサリーが戻ってきたのが見えた。

　サリーは、明らかに気落ちした顔をしている。

　しばらく時間をおいてからフェイリールが扉を開けると、サリーは動揺した様子で椅子からあわてて立ち上がった。

「どうした、サリー？」

「い、いえ……なにも。もうお部屋に戻られますか？」

「ああ、そうしよう」

　サリーが心得たように閲覧室に入り、テーブルと書見台に置いていた本を集めて抱えてきた。もうすぐ図書館の司書がやってきてその本を受け取り、書棚に返しておいてくれることになっている。

「あ……っ」

　サリーが抱えていた本を取り落としてしまった。

「大丈夫か？」

「も、申し訳……」

　サリーの恋は破れたのだろう。

　それを画策し、つらい結果を招いたのはフェイリールだ。

　やはり胸が痛んだが、いまここで慰めることはできない。

　なにも知らない振りをして、あとは侍女たちに任せるしかなかった。

　そして、夜も更けてフェイリールが寝室に引き取ると、侍女頭がそっとひとりでやってきた。

「……どうだ？　サリーの様子は」

「はい、戻ってきた時は動揺していましたが、いまは落ち着いてあきらめもついてきたようでございます」

　侍女たちもサリーが仕事を抜け出し恋人の参加している酒宴を覗きに行ったと知らないことになっている。だが、他の侍女が酒宴の給仕をした者に話を聞いてきたところ、サリーの恋人は早々に女の肩を抱いてどこかへ消えようとしていたらしい。

「その姿をサリーは見てしまったようです」

　あれだけ動揺していたのだ、きっと見たくないものを見てしまったのではないかと思ってはいたが……。

「しばらくサリーから目を離さないほうがいいかもしれない。なにか変化があれば報告してくれ。必要なら用を申しつけて王宮から遠ざけてもいい」

　サリーに少し離れた領地に住む貴族への贈り物を届けさせるなりすれば、数日の間でも気晴らしになるかもしれない。

「もし何日も塞ぎ込むようでしたら、そのようにしてくださいますか」

　もちろんだとフェイリールは約束した。

　そして、できればすぐにでもエリクとの結婚を発表したいところだったが、サリーが立ち直るまで待とうと思った。










　果たして翌日、サリーは拍子抜けするほど元気に挨拶をし、いつものように丁寧にフェイリールの髪を梳ってくれた。

　空元気なのでは、と様子を窺っていると侍女頭が何も言わずにうなずいてひとまず心配はない、と思えた。

　執務室ではエリクはいつもどおり接してきて、フェイリールもまったく態度を変えなかった、他の者の前では。

　侍従がお茶の用意を申しつけるために執務室から出ていき、ようやくふたりきりになったところで、フェイリールはサリーのことと、結婚を発表する機会についてエリクに話した。

「わかりました。夢じゃないのなら、俺はいつでもかまいません」

　少しはにかんだようなエリクの笑顔にフェイリールは思わず胸がときめいた。

「エリク……」

　お互い照れくさくなって下を向いてもじもじしてしまう。

　こういうのも悪くなかった。

「ですが、もうひとつ心配なことがあります。大臣の方々から結婚を反対されないでしょうか？」

　やはりエリクは自分の身分が低いことを気にしているようだ。

「そのことだが、もう二回も婚約が駄目になっているのだ、私が結婚する気になっただけでもよしとするだろう」

　なにしろ、歴代女王はほぼ全員がフェイリールよりも若くして結婚し子どもを産んでいる。

　大臣たちも気を揉んでいるはずだ。

「心配するな、エリク。私は反対されたら女王をやめてもいいのだから」

「まさか、陛下、そのような……」

　この時、フェイリールはそれほど楽観していたわけではなかったが、多少反対の声が上がっても最終的には認めさせる自信があったのだ。

　そして一週間後、ついにフェイリールは謁見の間に大臣たちを集めた。

「わざわざ集まってもらってすまないな」

　理由も告げられず集められた大臣たちは、皆一様に怪訝な顔をしている。

　フェイリールが何を言い出すのかわからないからだろう。

　事前に少しは結婚を匂わすような振る舞いをしておいた方がよかったかと思いつつも、もしかして、それくらい察してもいいのではないかとも思う。

　だが、フェイリールは、アデリアと違ってこれまでさっぱり浮いた話などなかったのだから仕方ないのかもしれない。

「陛下、それでお話とはなんでしょう？」

「そなたたちに大事な報告がある。めでたいことだ」

　そこまで言ってもまだ皆首をかしげている。

「よくきいてくれ、ミレンス王国二十七代女王であるこの私フェイリールは、夫を迎えることに決めた」

　ようやく大臣たちがそのことだったのか、と思い至ったようだった。

「御夫君を決められたと？　して、どなたでしょう？」

　大臣たちは心当たりがないからだろう、顔を見合わせている。

「私の夫となる者は、政務補佐官を務めてくれているエリクだ」

　多くの大臣たちが椅子から立ち上がり、フェイリールに詰め寄ってくる。

「誰かと思えば！　政務補佐官とは、なりません。み、身分が違い過ぎます」

「身分が違い過ぎたらなんだ？」

　フェイリールは大臣たちの顔をゆっくりと見回した。

「知っている者も多いかと思うが、エリクは政務補佐官として優秀な人物だ。そもそも政務補佐官として推薦されたのも学術院での評価がずば抜けて高かったからだ」

「ですが、それは政務補佐官としての評価でございましょう」

　やはりエリクが案じていたとおりだった。

　大臣たちは皆生まれながら貴族で、その出自から今の地位に就いたものばかりだ。

　仕事熱心で優秀な者ももちろんいるが、そうでない者もいる。

「政務補佐官という役職を利用して取り入るとは！　一体、なにを企んでいるやらわかりませんぞ。陛下をたぶらかし、贅を貪るつもりやもしれません」

「エリクにそんなつもりはない」

「騙されている者は皆そう言うのです！」

　ひときわ大声で叫ばれ、フェイリールは負けずに力強く反論した。

「なぜ私は自分で気に入った者と結婚できないのだ？　そなたたちの結婚相手は誰が選んだ？」

「もちろん親です」

　貴族は家同士が決めて結婚することがほとんどだ。

　親の言うことは聞かねばなりません、と大臣たちは口を揃える。

「だったら私が、そなたたちの親が選んだ相手とは別の者と結婚せよ、と命じたらどうする？　それでも親の選んだ相手と結婚するのか？」

「それは……」

　大臣のひとりは苦々しい顔をして言葉を濁した。

「そうなれば女王である私の命に従うだろう？　私はそなたたちの親よりも強い権限を持っているからだ。その私が自分で選んだ相手と結婚すると申しておるのだぞ」

　誰に反対されるいわれはないはずだ。

「畏れながら、やはりこれは国の大事です。そんな簡単にお決めになってはなりません。一時の気の迷いということもあります。なにとぞ今一度お考え直しください、陛下！」

「……いや、そなたたちの考えはよくわかった」

　おそらく大臣たちは次の世継ぎである子どもさえもうければ、女王は夫と仲睦まじくない方がいいのだ。

　夫と仲違いし、距離があったほうが大臣たちにとって都合がよく望ましい状態なのだろう。なんの権限もない王配とはいえ、女王の寵愛が深ければ、その意見を尊重しはじめるかもしれないという危惧があるのだ。

「わかった。だったら、私は女王を退位してエリクと結婚する」

　この宣言には全員がどよめいた。

「な！　そのようなことが！」

「できるわけがないと？　こんな時のためにアデリアがいるのであろう。王太子なのだから、妹を女王に即位させればよい」

　大臣たちがざわつき不穏な空気があっという間に広がった。

「アデリアさまが……女王に……」

　アデリアは誰もが知るように素行が悪い。しかも、これまでフェイリールと同じ教育を受けてきたが、その結果ははかばかしくなかった。

　だが、フェイリールが女王となったのは、学業の優秀さではない。ただ姉である、というだけで女王になったのだ。姉妹の持つ能力の優劣が真逆であっても、女王になるのは姉なのである。

　そこから考えればアデリアが女王となっても問題はないはずだ。

「私は女王としてそなたたちに助けられてきた。この国が栄え長く平和が続いているのも、自分ひとりの力で成し遂げたものではないと思っている。アデリアが頼りないのは十分承知しているが、そなたたちであれば、立派に妹を補佐し、これまでと変わらず国を動かしていけるであろう」

　そう言うと謁見の間が静まりかえった。

「いえ、それだけは……どうかお考え直しください、陛下」

　取りなそうとした大臣に厳しい制止の声が飛んだ。

「そこまで言うのなら引き留める必要はない」

　声の主は伯父グラハルトだった。

　公爵にして、フェイリールの母の兄だ。

　この国でなければ伯父が国王となるのが当然だが、第二子である母が女王となったため、いまは国務大臣としてフェイリールに仕える立場だ。

「いいだろう。そなたの申すとおり、アデリアを女王の座に据えようぞ」

「伯父上……」

　まさか伯父のグラハルトが口出ししてくるとは思わなかった。

　伯父は、フェイリールに対して遠慮なく物の言える数少ない王族だが、これまでなにか意見されたことはなかった。

　大臣たちは固唾をのんでこの成り行きを見守るだけで、グラハルトを取りなそうとはしない。そんなことができる者もいない。

　女王の座がフェイリールの手から離れるのを感じた。

「では、あとは頼みます」

　伯父がアデリアを女王にふさわしいと思うのならそれでいい。

　途中で女王の責務を投げ出すように見えるかもしれないが、フェイリールはこれまで精一杯努めてきた。アデリアにこの座を譲り渡しても心残りはない。

「陛下！」

　謁見の間を出るとエリクが待っていた。

　同席はできなかったが、扉は閉められていなかったおかげで、一部始終を聞いていたのだろう。

「もう陛下ではないぞ。そうだな、フェイリールと呼んでくれ」

「え？」

　面食らった様子でエリクが後退った。

「と、とんでもないことです」

「まあ、すぐに切り替えろというのも酷かも知れぬな。わかった、無理にとは申さぬ。しばらくは好きに呼ぶといい」

　ここで立ち止まって話している場合ではない。

　歩きはじめるとエリクが追ってきた。

「いえ、そうではなく！　本当にこんなことになるなんて……今からでも」

「撤回はしない」

　きっぱり言うとエリクが息をのむのがわかった。

「で、では、これからどうなさるおつもりですか？」

「そのことだが、そなたは政務補佐官となった時、領地を得ただろう？」

　エリクが足を止めたので、フェイリールも振り返った。

「はい、一代限りの領主ですが……」

　それは、女王に仕えるにはある程度の身分が必要だったからだ。貴族の子弟であっても、親の領地を引き継ぐ前であれば、エリクのように自前の領地が与えられる。

「では、夫であるそなたの領地で暮らすのが筋だろう」

「え？　で、ですが、こうなっては、俺は政務補佐官の任を解かれるのでは？」

　そうなれば、領地も返上するのだとエリクは思っていたらしい。

　フェイリールは首を横に振った。

「そんなことはない。自ら返上しない限り、誰もそなたから領地を奪うことはできないことになっている。一代限りの領地は、政務補佐官を辞したり罷免されても返上する必要はない。罪人となった場合は話が別だが、それ以外では返さなくてもよいのだ」

「本当ですか？」

　そうは言いつつもエリクの顔は安堵とはほど遠い表情のままだ。

「まあ、大抵は役を辞する場合、自ら返上する者がほとんどだ。暗に返上せよと圧力もかけられる」

「だと思いました。だったら……」

　返上するしかないのではないか、とエリクは続けたが、フェイリールは笑い飛ばした。

「そんなものは無視すればいいだけのことだ」

「え……」

　さあ、その領地に参るぞ、とフェイリールは踵を返した。

「なにか持っていきたいものはあるか？　あまり時間がない」

　エリクが少し考えたあとに言った。

「いいえ、ありません」

「ふふ、潔いな。とはいえ、まったくの手ぶらともいくまい。私もそこまで無謀ではない。必要最低限のものは持ち出すつもりだぞ」

　フェイリールが笑顔を見せるとエリクも少し表情がゆるんだ。

「では、俺も少ない荷物をまとめて参ります」

「わかった。そなたの部屋はどこだ？　私も一緒に行く」

「陛下にご足労いただくわけには……どこかで落ち合うということでいかがでしょうか？」

「いや、いま我らは離れない方がいいと思う」

　もしかしたら、フェイリールを引き留めるため強引にエリクを排除しようとする者がいるかもしれない。ここで離れれば二度と会えないこともあり得る。

　王宮の隅にある役人用居住棟の一角にエリクの部屋はあった。

「少しお待ちください」

　そう言って扉を開けたままエリクは部屋に入り、あわてて荷物をまとめはじめた。ふとエリクくらいの若い男はどんな部屋に暮らしているのだろうと思い、ちらりと覗いてみると本でいっぱいだった。

　そんなところからもエリクの勤勉さがうかがえた。

「お待たせしました」

　すぐに古い鞄をひとつだけ持って出てきたエリクに、フェイリールは念を押した。

「少なくないか？　本当にそれだけでいいのか？」

「もとより私物などそれほどあるわけではなかったので、大丈夫です」

　エリクらしいと思った。

　そうして次はフェイリールの部屋へ向かった。

　すでに事態を聞きつけていた侍女たちはおろおろとうろたえ混乱していて、青ざめた顔のロレン夫人が待っていた。

　フェイリールの後ろに控えるエリクを見て、くちびるを震わせている。

「陛下……まさか、本当なのでございますか？」

「もう耳に届いていたか。突然だが、いますぐこの王宮を出ていくことにした。荷物は自分でまとめるからなにもかまわなくてよい」

　もはや女王の座を捨てたのだから、侍女たちになにか命じるわけにはいかない。

　廊下を急ぎながらもなにを持っていこうか考えていたが、エリクがあれほど簡素な旅支度で済ませたのだから、あれこれ持っていくわけにはいかないだろう。机の抽斗ひきだしを開け、奥から小さな革袋を取り出した。

　外套を着て内側の隠しに革袋をしまい、準備はできた。

　最後に親友ライザの顔を目に焼きつけるように見る。

「いままで世話になった。ではな、ライザ」

　くちびるを固く結び、泣きそうな顔をしているロレン夫人を置いて部屋を出ていこうとした。

「陛下、フェイリールさま、お待ちください」

　らしくもなく声を上げてロレン夫人が取りすがってきた。

「わたくしも一緒に参ります。どうか、どうかお連れください」

「ライザ、そんなわけにはいかぬ。そなたには夫もかわいい子どももあるのだぞ」

　やさしく取りすがってきた手を引き剥がし、落ち着くようにと肩を押さえたが、ロレン夫人は首を振った。

「わたくしは、陛下にこの命も捧げてお仕えすると誓った身です。妻であり母であるよりも前に陛下の女官でございます」

「ライザ……そなたほど気遣いのできる者はおらぬ。これまでどれだけ助けられたか……本当に感謝している。私が去った後、アデリアがこの王宮に戻ってくるだろう。女王となったあれを諫められるのはライザ、そなただけだ」

「陛下……」

　差し伸べた手に縋りつくライザを抱き寄せる。

「私を身勝手だと思うか？」

　ゆっくりとライザが首を振った。

「……いいえ、いいえ。もうずっと、陛下はご幼少の砌からご自分を殺して国のために尽くしてこられましたもの……ですが……わたくしは……」

「ライザ……」

　フェイリールは思いを込めて親友を力強く抱きしめてから体を離し王宮を後にした。

　もう思い残すことはなかった。
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第四章　女王も駆け落ちする国












　エリクとほぼ身一つで出てきたフェイリールは街について辺りを見回した。

「さて、馬を調達するか。エリク、そなた馬には乗れるか？」

「一応は乗れますが……」

　それを聞いてフェイリールは近くにいた男に馬を買えるところはないかと尋ねた。男はフェイリールとエリクを見て笑いながら言った。

「なんだい、あんたたち駆け落ちでもするのかい？」

「実はそうなのだ。結婚を反対されて家を出てきた」

　あっけらかんと言ったフェイリールを面白がった男に、馬を扱う知り合いを紹介してもらえた。

「気のいい男だったな」

　さっそく教えられた街道沿いへ向かおうとするフェイリールをエリクが呼び止める。

　陛下、と口にしてあわてて小声で言う。

「申し訳ありません。俺の手持ちでは馬を二頭購えるか……」

　エリクが不安そうに懐をさぐるのをフェイリールは止めた。

「心配するな。私とて無一文で出てきたりはせぬ。女王にも私財というものがある」

　教えられたとおりに行くと、馬宿の場所はすぐにわかった。

　そうして男の紹介だと話すと、特に不審がられず馬を譲ってくれた。

　フェイリールは気前よく代金を払い、さらに馬具も一式揃えた。

「なかなかいい買い物だったな」

　あっという間に必要なものを手に入れたフェイリールに、エリクは戸惑っているようだ。

「これまでご自分で代金を払ってなにかお買いになったことがあるのですか？」

　いいことを訊いてくれたと、フェイリールはここぞとばかりに胸を張った。

「あるぞ。ライザの結婚祝いだ」

　当時フェイリールは自分で街まで行き、流行りのドレスを仕立てると若い娘たちに評判の仕立屋で、結婚式用のベールを注文したことがある。もちろん仕立屋を王宮に呼びつけて注文することもできるが、そうはしたくなかった。親友のしあわせを願い、すべて自分で選んで手配したかったからだ。

「これはその時用意した現金だ。思ったより安くて余っていたのでちょうどよかった」

「……いくらご用意されていたのですか？」

　フェイリールが確か、と金額をその口にするとエリクが目を丸くした。

「街で暮らす者なら、二年は遊んで暮らせる額ですよ」

「ライザに贈るならばどんなに贅をこらしても足りぬと思っていたが、あまり大げさなものだと恐縮するかと思ってな」

　ベールができあがってくるまで待つのは楽しかった。

　思えば、あれほど何かを楽しみにしたことはない。

「婚礼の日のライザはとても美しかったものだ」

　まぶしいほど美しいとはあの日のライザのことだった。

　初恋が実るよろこびと幸福に輝いていた。

　その姿を見ていつか自分も、と思ったものだが……。

「あの……」

　しばし思い出に浸っていたがエリクの声で我に返った。

「うん？　なんだ」

　フェイリールが振り返ると、急にエリクがうろたえて言葉を濁した。

「い、いえ、そういえば、もうひとつ買いたいものがあるのですが、よろしいですか？」

「ああ、なにか必要なものがあったか？」

　街道沿いの馬宿の周りには、これから旅に出る者たちが必要とする品を商う露店がいくつも集まっている。その中からエリクが選んで買ったのは剣だった。

「剣など扱ったことがあるのか？」

　それほど大ぶりの剣ではないが、文官であるエリクの手には余るように見えた。

「学術院で皆、剣術の基礎は習得する必要がありましたので、多少の心得はあります。それに、これから陛下をお守りするのは俺しかいませんから」

「エリク……」

　あまり気負ってくれるな、と言いそうになったが、飲み込んだ。

「頼りにしているぞ。私もそなたのためにできることがあればいいのだが」

　そう言うと、お互い気恥ずかしくなったようにもじもじしてしまった。

　エリクも不安そうにしていたが、少し吹っ切れたようだ。

　念のため携帯用の食料もいくつか買い、次の街を目指して出発した。










　街道は多くの者が行き交っていて、慣れない二人旅でも特に危険を感じることはなかった。

　これも、フェイリールの治世がおだやかであったからだと思いたい。

　そして、アデリアが新たな女王となっても続くよう心から祈りながら道を進んだ。

「えっと、ザレドへの道はこちらですね」

　エリクが分かれ道の道標と地図を見くらべながら言った。

　南西に向かえば大きな街があるが、エリクの領地ザレドは北西にあり、次第に行き交う者たちも少なくなって、うら寂しい景色が続いている。

「陛下は馬の扱いがお上手ですね」

　地図を懐にしまったエリクが馬をとなりに寄せてきた。

「ああ、乗馬を教えてくれたのは、バルテルだ」

「え？　バルテル将軍ですか？　我が国の英雄の……」

　バルテル将軍が武勲をあげ英雄と讃えられるようになったのは、フェイリールが生まれる前の話だ。

「そうだ。彼奴きゃつはとにかく度を超した馬好きでな。私がはじめて乗る馬を国中巡ってさがしてきたのもバルテルなのだ」

　そんなバルテルが七歳のフェイリールのため、選びに選んだのは、鹿毛の賢い馬だった。バルテル自ら訓練したという従順さで、まだ子どもだったフェイリールを乗せるのも嫌がらなかった。

「人馬一体となるよろこびを教えてくれたのは、その馬だ。私も夢中になって、暇さえあれば乗馬で出かけたものだ」

　だが、その馬もある日事故で怪我をしてしまい、そのまま助からなかった。

「そんなことが……」

「あれ以上悲しいことはないと思ったな。一晩中泣いたぞ……バルテルがな。それをなぐさめたのは私だ」

　バルテルの嘆きの深さに幼いフェイリールの方が先に泣き止んでしまったのだ。

「それからは自分の馬は持たなかったが……」

　こうしていままた馬を手に入れることになって不思議だった。

「エリクの馬も、この馬もなかなかいい馬だ」

　フェイリールは騎乗している馬のたてがみをやさしく撫でた。

「陛下が馬に怖じ気づかないところを見て、いい馬を譲ってくれたんだと思います」

「私はバルテルに教えられて自分で馬の世話もしていたからな」

　話しながらフェイリールはエリクの様子を見ていた。

　少しは落ち着いてきたようで、安心して馬の手綱を取り直す。

　そうして日が暮れてくる頃に無事次の街に到着した。

　小さな街だが、活気がある。

「あの宿屋で今夜泊まれるか訊いてみましょう」

　街の中心には旅人のための馬を預かってくれるという看板の宿を覗いてみた。

　少し古いが、よく手入れされていて馬の世話も行き届いているようだ。

「ふたり部屋をお願いします」

　そう言って代金を払ったエリクを見て、フェイリールはどきどきと胸が高鳴るのを感じた。

　どうせひとり部屋で別々に休むのだと思っていたが、思わぬ展開になってきた。

　そもそもこれは駆け落ちなのだ。

　夫婦となることを誓って王宮を出てきたのだから、エリクもそのつもりに違いない。

「それならそうと、もっとはやく申せばいいものを……」

「え？　なにかおっしゃいましたか？」

　聞き返されてしまい、どきりとしてフェイリールは息をのんだ。

「い、いや、なんでもない……」

　とりあえずそのまま宿屋の一階にある食堂で早めの夕食を済ませ、二階の奥にある部屋で休むことにした。

　室内はそれほど広くない。

　寝台がふたつと衝立がひとつあるだけだ。

「申し訳ありません。このような質素な宿で」

「そ、そんなことはない。十分ではないか。私は気にしないぞ」

　フェイリールはそわそわしながら寝台に腰掛けてみた。

　階下からはまだにぎやかな声が聞こえてきて、あまり雰囲気があるとはいえない。ちらりと横目でエリクを見てみたが、いつもと変わらず平然としている。

「では、陛下はお休みください。お疲れになったでしょう」

「そなたはどうするのだ？」

　今日買ったばかりの剣を手に、エリクは扉を背にして床に座り込んだ。

「先ほども申し上げたとおり、いまや陛下をお守りするのは俺しかいません。寝ずの番をしておりますので、安心してお休みください」

「なんだと！」

　思わず声を上げたフェイリールにエリクが目を丸くしている。

「どうなさったのですか、そんな大きな声を……」

　はっと我に返り頬が熱くなるのを感じ、あわてて言った。

「い、いや、すまない。だが、寝ずの番など、そなたも疲れているだろう？　ここは扉には鍵もかかるし、いまや私は女王ではない。警護する必要はないのではないか？　まだ領地までは幾日かかかるのだぞ？　その間ずっと寝ずの番をするつもりか？」

「大丈夫です。試験の前は四日間寝ずに勉強したこともありますから」

　どう説得してもエリクは頑なに首を縦に振らなかった。

「私は寝つきがいい質で、寝台で横になったらすぐ寝てしまうぞ？」

「どうぞ、俺のことは気にせずお休みください」

　こうなったら気の済むようにさせるしかない、とフェイリールは寝台に横になった。

　宿屋の寝台に身を横たえるのははじめてだったが、悪くない。

　そして、思った。

　なんだか駆け落ちしてきたというのに、甘い雰囲気にはならないものだ、と。

　もう少し、手に手をとってふたりきりの世界に浸ってもいいのではないか。

　だが、エリクもいまの状況に戸惑っているだけかもしれない。

　さすがにフェイリールが女王の座を捨てるとは思っていなかったようでもあるし……。

　そう考えるとあっという間に眠気が襲ってきてフェイリールは眠りに落ちていった。










　朝目覚めると、エリクは健気に寝ずの番をやり遂げたようだった。

「大丈夫か？」

「はい、これくらいなんともありません」

　そんなことはないと思い、フェイリールは宿を出発するまでエリクに仮眠を取らせた。

　宿の馬番に馬具の準備をしてもらっている間にも様子を見ていたが、エリクはそれほど疲れているようではない。だが、フェイリールは心配だった。

「馬上で居眠りをしては危険だぞ」

「大丈夫です」

　そうして次の街に到着したが、その夜もエリクは寝ずの番をして自分は休まなかった。

　翌朝、さすがにフェイリールは腕を組んで考え込んだ。

「うーむ、これではエリクの体力が保つまい。この街で護衛を雇うというのはどうだ？」

　街道にある街には旅の道中を警護する傭兵がいて、金さえ払えば雇うことができる。

「いえ、身元のあやしい者を陛下に近づけるわけにはまいりません」

「気持ちはうれしいが、やはり無理をするのはよくないぞ。もしそなたになにかあれば、それこそ私の身があぶなくなるとは思わぬか？」

「それは……」

　エリクの頑なな決意も少し揺らいだようだ。

　二晩も寝ずに旅をしているのだからどう考えても無理をしているはずだ。

「これからは助け合っていかねば……そうだろう？」

　そうしてまだあまり納得していないエリクを連れ、宿できいた傭兵の紹介所へ行ってみた。

　この辺りの街道はあまり人の行き来が多くないせいか、傭兵も少ないようだ。

「どんな者をさがしてんだい？」

　受付の男に聞かれ、そうだな、とフェイリールは少し考えた。

「腕っぷしはほどほどでいい。三日ほどザレドへの道中の警護を頼みたい。その間の経費と宿代も払う」

「だったら俺なんてどうだ？」

　突然フェイリールの肩に男の腕がまわされた。

「あんたどこのお嬢さんだ？　気前がいい上に、かわいい顔をしてるじゃないか」

　馴れ馴れしく肩にのせられた腕はずしりと重い。

　腕に自信はあるかと聞こうとした時、エリクが傭兵の胸を押し返し、フェイリールを抱き寄せた。

「他を当たるからあっちへ行ってくれ」

「なんだ？　おまえ。従者はひっこんでろ」

　傭兵が手を伸ばして腕を掴もうとしてきたのをフェイリールは振り払った。

「従者ではない。夫だ」

「夫？」

　まじまじと傭兵がエリクを見る。

「本当かよ……」

　呆然としている傭兵から離れ、ふたりは紹介所を後にした。

　フェイリールの手を引いて、足早に歩いていたエリクがはっとして手を離した。

「も、申し訳ありません」

　エリクが大きく息を吐き出し、頭を掻く。

「あの、やっぱり護衛は必要ありません。信用できませんし……あんな気安く陛下に触れるなんて」

「……エリク」

　エリクがフェイリールに触れる者に怒りをおぼえたのだとしたら、それは嫉妬ということになるのかもしれない。

　フェイリールは胸の奥がきゅっと苦しくなった。

　旅に出て、なんだかエリクがよそよそしい気がしていたが、自分が焦りすぎだったのだ。

　はやく夫婦としてしっくりいくようになりたい、と思っていたが、もっと時間がかかるものなのだ、きっと。

　フェイリールは気を取り直して微笑んだ。

「もう一日この街にとどまることにしよう。エリク、これから夜はちゃんと眠ってくれるな？」

「はい」

　エリクも納得したようにうなずき、こうして少しずつ距離を縮めていくのだとフェイリールは感じた。










「のどかだな」

　三つ目の街を出てからは、見渡す限り一面の青麦の畑が続いている。

　秋蒔きの小麦が冬を越え、出穂の時期を迎えていた。

　頬を撫でる風のさわやかさに目を細めているとエリクが言った。

「陛下は、その、不安ではないのですか？」

「不安？　これからのことか？　なんとかなると思っているぞ」

　フェイリールが明るく答えると、エリクの声も少し明るくなった。

「なんだかそれ以上に楽しそうに見えますね」

「ああ、楽しいぞ。私は生まれた時から女王になることが決まっていたし、自分でもそれ以外の道はないと思っていた。だが、なってみればわかるが、女王などそんなにいいものではない。アデリアが私を妬んでいたのも昔から気が知れなかったものだ」

　思えばまだ十二歳で女王となった時、当然だと受け入れていたなんて、我ながらどうかしている。

　少しは子どもらしく嫌がったりしてみればよかったのだ。

「こうして思いがけず女王ではなくなって、何とも言えぬ楽しさがある」

　フェイリールは手綱を引き馬の脚を止めさせた。

「だから、こうなったこと、そなたがそんなに気に病む必要はないぞ」

　エリクはなにも言わずただ微笑んだ。

　そうして、ようやく細くうねった道の先に背の低い石壁に囲まれた集落が見えた。

「あれが領主の館がある場所のようです」

　手元の地図を見ながらエリクが言う。

「なるほど」

　フェイリールの背丈より少し低い、防衛のためのものというより境界の役割しか果たせそうにない石の壁。それに囲まれた中にまた石造りの館が見える。

「ここがそなたの領地の館か」

　女王として地名は知っていたが、フェイリールもはじめて足を踏み入れる地だ。

　ようやく辿り着いたかと眺めていると、辺りにいた農夫らしき者たちが怪訝そうにしながら集まってくる。

　館に門番の姿はなく、その農夫のひとりが声をかけてきた。「あの……あんたたち……」

　エリクがまず馬を下りて言った。

「私は一年前このザレドの領主となった、エリク・リヴェットだ」

　農夫たちはぽかんとしている。

「え？　いまなんて？」

　エリクは同じ事をもう一度繰り返したが、農夫たちの反応も同じだった。

「家令がいるはずだが……名前がいまちょっと思い出せなくて……」

「あんた、何言ってんだ？　家令って？」

　さすがにエリクも緊張しているのか、思い出そうと苦心している様子の間、その後ろにいるフェイリールに農夫たちの視線が集まる。

　ここぞとばかりにフェイリールがにっこり微笑むと、農夫たちはなぜか後退ってしまった。

　そうしていると、館の方からひとりの青年が走ってきた。

　駆けつけてきた青年は、家令のジェラルドだと名乗り、エリクの言い分を聞き、ひとまず館の中に案内してくれた。






「確かに領地の所有を記した書状ですね……では、あなたがエリクさまと……で、こちらの方は？」

　館の居間で書状を確認したジェラルドがフェイリールを見た。

「わ、私の……妻です」

　エリクの口から妻という言葉をはじめて聞いてフェイリールは頬がゆるんだ。

「フェイリールだ。よろしく頼む」

「はあ……フェイリールさまとは、女王陛下と同じお名前ですね」

　隠す必要もないと思ったから正直に話した。

「私がそのフェイリールだ。もう女王ではないがな」

「え？」

　ジェラルドがフェイリールとエリク、それぞれの顔を交互に盗み見ると、再び手にした書状を検分した。

「疑うな、我らは詐欺師ではない」

「本当です。この御方は、フェイリール女王陛下です。その、私と結婚するため女王を退位されました」

　しばらくジェラルドは頭を抱えていた。

　そして、おそるおそるきいてきた。

「あの、失礼ですが、本当ですか？　この方が？　証拠はあるのですか？」

「もちろんある。これだ」

　フェイリールは金貨を手渡して言った。

「そこにあしらわれている肖像を見よ」

　これはフェイリールが女王在位五年目を記念して、十七歳の誕生日に発行されたものだ。まだ少女の頃のフェイリールの横顔が象られている。

「こちらの……？　あまり似ていないように思えますが……」

　ジェラルドが何度も金貨とフェイリールを見比べて言う。

「なんだと？」

　椅子から前のめりになって、ジェラルドの手にある金貨に顔を寄せようとしたフェイリールを、エリクが止める。

「確かにこれはあまり似ていませんが、この御方は間違いなくフェイリールさまです。私との身分違いの結婚を家臣たちに反対され女王の座を降りられました。もうすぐ新たな女王が即位されたとの触れがこの地にも届くと思います」

　エリクがそう説明すると、ジェラルドはなんとか納得したようだ。

「えっと、ここは信じることにいたします。こんな特別な金貨を持っているのが証拠と言えるでしょうし。なにより、エリクさまがきてくださって助かりました。私は代々この館の家令を勤めておりますが、少し前に先代の父が病で突然亡くなりまして、まだまだ若輩者なので困っておりました」

「それはお気の毒に……なにも知らずにいて申し訳ない」

　弔意を伝えるエリクをジェラルドは意外そうに見た。

「いえ、この領地を気にしてくださる領主さまはほとんどいません。毎年つつがなく税を納めよ、というお達しがあるだけですから」

　思った通りだった。

　ここは、領主からも省みられない土地なのだ。

「では、安心するがよい。エリクは私の優秀な政務補佐官だったのだ。領地運営などお手のものだ」

「政務補佐官……なるほど、それで陛下と恋に落ちられた、ということですか？」

　こうして聞くと、よくできた恋物語のようだ。

　エリクは照れているのか何も言わないでいるので、フェイリールが代わりに答えた。

「まあ、そういうことだ」

　突然のことなので、もてなしを準備する時間が欲しいとジェラルドに言われ、ひとまず領主の居室に案内された。フェイリールはそのとなりの部屋だ。

「大丈夫か、エリク？」

　様子を見に行くと、エリクは少々ぐったりと椅子に体を預けていた。

「はあ……多少不安ですが、これから領主として役に立ちたいと思います」

「そうだな。私も働くぞ」

　エリクが椅子から背を起こした。

「陛下、そんなことは……」

「いや、道中目にしてわかったが、それほど豊かとは言えぬこの領地で、なにもせずに懸命に働いている者たちの上前をはねるようなことはできない。自分の食い扶持くらい自分で稼がなくてはな」

「でしたら、俺が陛下の分まで働きます」

「私にもできることはあるだろう」

　しばらくするとジェラルドがやってくるというので、フェイリールは自分にあてがわれた部屋に戻った。

　部屋はこぢんまりとしていて、領主の妻のものにしては質素な家具しかない。

　いままで領主がこの館に住んだことはほとんどないようで、専用の侍女などもいないらしく雑用を任されているエマという娘が時間の空いている時に世話をしてくれるという。

　そして、エマはいまのところ忙しいようだ。

　フェイリールは部屋でひとり考えた。

　エリクにああは言ったものの、女王ではない自分にできることがあるかフェイリールは不安だった。










　翌朝、すでにエリクは起きてシェラルドと共に辺りの視察に出たらしい。

　朝食を運ぶためにようやく顔を出したエマにフェイリールは頼んだ。

「なにか仕事をまかせてくれないか？」

「え？　し、仕事ですか？　奥方さまにそんなことさせていいんですか？」

　エマはアデリアと同じ年頃の元気な娘だった。

　意外と物怖じせずフェイリールに接してくれる。

「ぼんやりしているのは性に合わないのだ、なにかないか？」

「それじゃ、なにか得意なことなんかありますか？」

「得意なこと……？」

　思わず考え込んでしまった。

　あらためて考えてみると、自分の得意なこととはなんだろう？

　女の仕事のようなものはしたことがない。

　女王として国を動かすことしかやってこなかったのだ。

　フェイリールが考え込んでしまったため、いくつか仕事場を見てみたらいい、とエマが案内してくれた。

「女の仕事といえば、これですね」

　敷地内にある機織り小屋で、女たちがせっせと機織りをしている。

　羊を飼っていてその毛でこうして織物を織り、大きな街に売りに行くらしい。

　手元を見ていると繊細な作業だということがよくわかる。

「これは、一朝一夕でできるものではないな。長い時間をかけて習得した技術だ」

　完成した織物を高く売ることなら考えられるが、いまフェイリールに求められているのはそういうことではない。

　他にも縫い物をする女たちのところにエマが案内してくれたが、フェイリールは生まれてこの方、針を持ったこともなかった。

　そうしているうちにエマは仕事があると行ってしまい、フェイリールはひとり残された。

　皆忙しく立ち働いていて、なにかたずねて手を止めさせることもはばかられる。

「はあ……」

　フェイリールはひとり部屋に戻り、自分がこんなに役立たずだと思わなかった。










　エリクは領主として朝から夜遅くまで忙しくしていて、フェイリールと顔を合わせる暇もない。

　長い間捨て置かれていたような領地だからか、やることがあまりにも多いらしい。

　そんなエリクに、仕事が見つからないと相談するわけもいかず、とりあえず自分の身の回りのことは自分でやることにしたのだが、あっという間にやることがなくなってしまう。

　そうして一日また無駄にしてしまった、と思いながら、敷地の散歩から館に戻ろうとした時だった。

　ひとりの女が物陰からこちらを見ていることに気づいた。

「何か用か？」

　そうは言ったものの、ここに来て三日、フェイリールに用を頼む者などいない。

　だが、女はためらいがちに近づいてきてメリサと名乗った。

「あ、あの、女王さまは、なにかできることをさがしていらっしゃるとききましたが……」

「そうなのだが、情けないことに女の仕事というものに不慣れでな。できることがないようなのだ」

　メリサは思い詰めたような顔でくちびるを噛みしめている。

「それで、用はなんだ？」

「……夫に相談したら、やめておけと叱られました。でも、でも、女王さまは仕事をさがしてるというので、あの、お願いです。子どもに……読み書きを教えていただけないでしょうか？」

　意外な申し出だった。

「読み書きか」

「身分の高い方は、皆さん読み書きができるのでしょう？　夫もわたしもできなくて、だから、子どもにも教えてやりたくてもやれません」

　それが情けない、とメリサは声を涙に滲ませた。

「領主さまは、あの、こう言ってはなんですが、低いご身分でも賢くて勉強ができたから大変な出世をなさったと聞きました。ですから、わたしも子どもには読み書きができるようになってほしいのです」

　フェイリールはしばらくなにも言葉が出てこず呆然としてしまった。

　その様子を見てか、メリサがあわてて言う。

「あ、あの、自分たちのいまの仕事に不満があるわけではありません。ですが、その……領主さまの話を聞いてやはり読み書きができたら、と……」

　大それたことでしょうか、とメリサが上目遣いでフェイリールを見た。

「それだ！」

「え、え？」

　フェイリールの声の大きさに、メリサは怯えた様子で後退ってしまったが、かまわず叫び続けた。

「なぜそのことを失念していたのだ！　私は、この国で最高の教師たちから教えを受けた身なのに！」

　それを子どもたちに伝えられるならこんなにうれしいことはない。

「いや、確かに読み書きができれば子どもたちの可能性が広がる。大事なことだ。優秀な者がいれば領地の繁栄にも繋がる」

　ひいては国の繁栄にも繋がっていく。

　フェイリールは、目の前が明るく開けた気がした。

「私に頼んできたのは正解だったな。学業はエリクの方がはるかに優秀だが、いまは領主として忙しくしている。私こそ適任だろう。よく声をかけてくれたな。いままであたり前だったことを変えようとするそなたは勇気がある」

　そう言うとメリサが顔を手で覆って泣きはじめてしまった。

「どうした？」

「お……夫には、子どもは読み書きなんてできなくていいって、すごく怒られたんです。余計なことをするなって……でも、うちの子はわたしが言うのもなんですが、賢い子だと……」

　子どものことを思ってひとり悩んだ末、メリサはこうしてフェイリールに声をかけてきたのだ。

　なんとしてもその期待に応えたい。

「では、明日からさっそくはじめよう。場所は敷地にある聖堂を借りられるのではないか？　話は私がつけてくる」

　この館に落ち着くことになった時、司祭には挨拶をしておいた。

　かなりの老齢だがおだやかそうな司祭だった。

　そうしてメリサと別れ、フェイリールは聖堂へと向かった。

　日が暮れてきたというのに、司祭は明かりとりの窓から差す光の中、ぽつんと座っている。

　これから陽が落ちるのに、とフェイリールがまず燭台に火を点していると司祭が気づいた。

「おや、これはこれは……」

　司祭に事の次第を話すと、子どもたちに勉強を教えるのは自分がやるべきだったと悔やんでいたが、ここ数年あまり体調がすぐれず、職も辞するか悩んでいるらしい。

「そのことはすでに王都の大聖堂にも伝えているのですが、なかなか返事がきませんで……」

　王都から遠く離れた地には聖職者といえど赴きたがらないという。

　新任者がこなければ、職を辞することもできないと司祭はこぼした。

「若い者ならなおさら、出世が遠のいてしまいますからのう……」

「そうか、王都の大聖堂の司祭のことはよく知っている。私からも手紙を出してみよう」

　女王でなくなったフェイリールの頼みをきいてくれるかはわからないが、このまま放ってはおけなかった。

　困っている者はいくらでもいると、わかっていたつもりだったが……。

「司祭さま、夕食ですよ」

　ふいにひとりの女が食事の盆を手に入ってきた。

「あら、女王さま、おいででしたか」

　無理をしないよう司祭に伝えてフェイリールが聖堂を出ると、女も出てきた。

　年の頃はフェイリールより少し上くらいに見えるが、すでに貫禄のようなものがある。

　とうに何人も子どもを育ててきている雰囲気だ。

「つかぬ事を訊くが、そなた、子どもはいるか？」

「はい？　ええ、六歳を頭にもう三人も」

　毎日大変です、と女は朗らかに笑う。

「では、その子どもたちに私が読み書きを教えると言ったら、預けてくれるか？」

「え？　女王さまに？」

　フェイリールは子どもに読み書きを教えることになった経緯を話した。女は次第に熱心に話に聞き入りはじめその後、もじもじとたずねてきた。

「あの、こんなことを申すのはなんですけど、それってお金は……？」

「もちろん必要ない。私が領民のためにやることだからな」

　だったらうれしい、と女はよろこび、他の母親にも声をかけてくれると言った。

　フェイリールはここに来てさらなる手応えを感じながら、聖堂の使用許可がとれたことをメリサに伝えに行くことにした。

　メリサは領主の館の敷地内に住んでいると言っていた。西側には館で働く者たちのための小さな家が肩を寄せ合うように建っている。

　近くで立ち話をしていた女たちにメリサの家を訊き、訪ねていくと男が出てきた。

「あんた……」

　男は胡散臭そうな顔でフェイリールを睨んできた。

「そなたはメリサの夫か？　彼女に用があってきたのだが」

「あいつになんの用だ？」

　メリサは、夫は子どもに読み書きを教えることに反対していると言っていた。

「……なに、料理を教えてもらう約束をしていてな」

　男の顔がみるみる歪み赤くなった。どうやらもう酒を飲んでできあがっているらしい。

「料理？　あんたが？　鍋なんか持ったことないって顔してるくせにか？」

　やはりこの場を取り繕っても無駄なのだ、と思いフェイリールは正直に話すことにした。

「実はそなたの妻メリサに頼まれて、この辺りの子どもに読み書きを教えることにしたのだ」

「な、なんだって……！　余計なことすんじゃねえ！」

　男が激高し、手近にあった酒瓶を投げつけてきた。

　瓶は狙いをはずれて壁に当たって砕け散ったが、フェイリールは怯まなかった。

「ちょうどいい。そなたは考えをあらためるのだな。子どもは読み書きができたほうがいい」

「うるせえ、帰れ！」

　肩を怒らす男の背後からこちらをうかがっている子どもの姿が見えた。

「あ、あんた！　女王さま、すみません。この人にはわたしから話しますから」

　メリサが泣きながら夫を押しとどめようとする。だが、夫の怒りはおさまらず怒鳴り散らしている。

　その騒ぎをききつけて近所の者たちが集まってきた。

「ここじゃ子どもも大事な働き手なんだ。勉強なんかさせてる暇があると思ってんのか！」

「子どもも一日中働いているわけではあるまい。朝や夕刻のちょっとした時間にだって学べる」

　男と大声で言い合っていると、他の声が飛んできた。

「女王さまが教えてくださるんなら、うちの子もお願いするよ！」

「そうだよ！」

　わいわいと女たちがメリサの夫に詰め寄ってきた。

「なんだ、おまえたちも。なに吹き込まれやがった！　字なんか読めなくてなんにも困らねえだろうが！」

「……そんなことないよ」

　ひとりの女が叫んだ。

「できたほうがいいに決まってるさ！」

　その声をきっかけに、女たちが口々に言いはじめた。

　本が読んでみたい、手紙が書けるようになりたい、と。

「せめて子どもたちだけでも」

　そう口にした女にフェイリールは言った。

「大人だって勉強したければいまからでもすればいいのだ。なにもあきらめることはない」

　女たちが我も我もとフェイリールを取り囲んできてあたりはさらに騒然となった。

　ひとまず人数が多すぎる、となだめ、まずは子どもたちだけではじめることにして、今日のところは解散となった。

　その夜、めずらしくエリクがフェイリールの部屋を訪ねてきた。

　夕方の騒ぎがさすがに耳に入ったらしい。

「話を聞いて心臓が止まるかと思いました」

「勝手なことをしてすまなかった。はじめにそなたに相談すればよかったな」

　そういうことではなく、と長椅子に座るフェイリールの横にエリクが腰掛けてきた。

「おそろしくはなかったですか？　その男は酔っていたのでしょう？　暴言を吐かれたとききました」

「いや……」

　そっとエリクの手がフェイリールの手を包んだ。

「……本当ですか？」

　間近で顔を覗き込まれフェイリールはどきりとしてしまう。

「そうだな……少し無茶をしたかもしれない」

　正直に言うとやさしく抱き寄せられ、フェイリールはエリクの肩に身を預け目を閉じた。

　このままはじめての夜を迎えてもいいと思うものの、いまはその時ではないと感じていることがエリクからも伝わってきたような気がした。










　読み書き教室は想像以上に大盛況となった。

　親の手伝いをする前の朝か、夕方か、好きな時間に来ていいことにしてフェイリールが待っていると、朝になった途端、子どもたちがどっと聖堂に駆け込んできたのだ。

　昨夜母親たちから話を聞いてから、楽しみで眠れなかったという子どもも大勢いて、フェイリールを驚かせた。

　司祭にも少し手伝ってもらいながら、子どもに読み書きを教える日々は充実していた。

　そのうち、家に戻った子どもが親に今日習ったことを親に教えるようになっていた。

　家令のジェラルドも様子を見に来てうれしそうに言った。

「ここで子どもに読み書きを教えてもらえるということが、近隣の村でも評判になってまして、我が子を通わせたいという話が来ておりますが」

　よろしいでしょうか？　ときかれてフェイリールは考えた。

「かまわぬが、近隣の村というと遠くないのか？　子どもを通わせるのは大変だろう？」

　子どもの足ではここまでの行き帰りに時間がかかる。

　朝が早くなりすぎては起きるのが大変だし、夜も日が暮れてしまっては危険だ。

「だったら、私が行けばいい」

「フェイリールさまがですか？　そんなわざわざとんでもない」

　子どもを荷車に乗せてくるなど方法はあるとジェラルドは言ったが、フェイリールが出向いた方が効率がいいと思えた。

「私ならば馬に乗れるのだから大変ではない。そうだな、希望する村を順番に回ることにしよう」

　結果、多くの村から希望が来て日にちを調整するのに時間がかかってしまった。










　フェイリールが他の村をはじめて回る日、領地の見回りをかねてエリクも同行すると言ってきた。

「忙しいのだろう？　いいのか？　こんなに朝もはやいし」

「ええ、ここのところ忙しくて陛下と一緒に過ごす時間が少なくなっていたので」

「エリク……」

　そんなことを気にしているのは自分だけだと思っていた。

「そういえばそうだな。以前はもっと一緒にいる時間が長かった」

　まったくおかしな話だった。

　以前は、女王とその政務補佐官という立場だったのに、駆け落ちしたはずのいまの方が一緒にいる時間が少なくなってしまった。

「それに、彼らとも久しぶりに出かけたかったですから」

　エリクが撫でたのは、王宮を出た日に買い求めた馬たちだった。

　馬小屋に預けたままで今日まで乗る機会がなかったのだ。

　村の広場には大きな楓の木があり『かえでの村』と呼ばれているということだった。

　その楓の下でフェイリールが子どもたちに文字を教えている間、エリクは近くの古くなって壊れそうだという橋を確認しに行っていた。

　子どもたちは熱心に字を練習し、すぐにフェイリールにも打ち解けてあれこれ話を聞きたがった。

　とてもそこまでの時間はとれなかったが、また来週来ると言って村をあとにした。

　すっかりかえでの村が気に入ったフェイリールはあたりを歩いてみたい、と少しの間馬の手綱を引いていくことにした。

　本当は、エリクとの時間をもっと長引かせたかったからだ。

　たわいないことを話しながら道を歩いて戻っていると、行きでは馬に乗っていたからか気づかなかった村に目がとまった。

「エリク、あそこにも村が見えるぞ」

「ああ、あの村は、となりの領地アルベラートの村です。村の名前まではわかりませんが、確か、そこにある小さな川が領地の境界だと地図で見ました」

　小さな村だが子どもの声が聞こえる。

「あの村にも子どもがいるようだ。かえでの村と近いし、どうせなら一緒に勉強ができたらいいのではないか？」

「ですが、となりの領民ですし、近隣の村同士とはいえあまり折り合いはよくないらしいです」

　だから勝手なことはできない、とエリクは残念そうに言ったが、フェイリールがあきらめる理由にはならなかった。

「私にとっては同じこのミレンスの民だ」

　フェイリールは馬に飛び乗り手綱をとった。

「今から行って領主に話をしてみよう」

「え？」

　馬を走らせれば領主の住む館はそれほど遠くなかった。

　このとなりあった領地はお互いあまり広くなく、規模も同じくらいのようだ。

　突然訪ねて行って追い返されるかと思ったが、ザレドの領主と、一応元女王だと言うと家令に不審がられつつも館に招き入れられた。

　通された広間は暗く、古い設えの家具から長い歴史が感じられる。

「会ってくれるでしょうか？　ここの領主は老齢で気むずかしいと聞いています」

「ここまで来ていまさら追い返さないだろう」

　フェイリールが楽観的に構えていると、扉の向こうが騒がしくなり白髪で杖をついた老人が入ってきた。

　老人、領主ランブランはフェイリールを見て目を見開いた。

「フェイリール女王……まことに……」

「もう女王ではないが、そなた私の顔を知っているのだな。この辺りでははじめて会ったぞ」

　ぴくりとランブランの白い眉が動いた。

「ふん、長いこと領主をしていると、こんな田舎の領地でも王都に招かれることもある」

　確かに国中の領主を王宮に招き、反乱の気配がないかさぐったりする機会を設けることもあるが、ランブランのことはおぼえていなかった。

「そうか、では、久しぶりということだな、ランブラン伯爵。息災か？」

　ランブランの杖を持つ手がぶるぶると震えている。

「……一体何しにきた。くだらぬ戯れ言をぬかしにきたのか？」

　女王ともなれば、相手のことをよく知らずとも挨拶を交わす機会など多々ある。気難しいという相手にいつもの調子で接したのは少々失敗だったか、とフェイリールが思った時だった。

「はじめてお目にかかります、ランブラン伯爵」

　椅子から立ち上がったエリクが自己紹介をすると、ランブランもさすがに背筋をのばした。

「ザレドの……あの地の領主と顔を合わせるのは三十年ぶりくらいか」

「ご挨拶が遅れまして申し訳ありません。実は折り入ってお話がありまして、このように突然ですがお訪ねしました。どうかご容赦ください」

　ランブランは冷静になったようで、ふたりに椅子をすすめてきた。

　そうしてエリクが話をはじめると、ランブランは打って変わって静かに聞きいっていた。

「子どもに読み書きを……だが、なぜこの領地の村の子どもにも教えようなどと……」

　なにか魂胆があるのではないかとランブランは疑っているようだ。

「陛下は、どこの領地の子であろうと分け隔てするような御方ではありません」

　ランブランがフェイリールのことも疑わしそうに見る。

「どうせ教えるのだ、村ひとつだろうが、ふたつだろうが同じだろう？」

　それだけだ、他意はないとフェイリールが言うと、ランブランがつぶやいた。

「……王都でその姿を見た時は、こんなとんでもない女王だとは思わなかった」

















第五章　女王がしあわせになれるとしたら












「意外と話のわかる者だったな」

　ランブランは村の者に話を通しておくと約束してくれた。

「陛下に恐れをなして承諾するしかなかった、という気がしないでもないですが……」

「なにを恐れることがある。私は至極真っ当なだけだぞ」

　そう言ってやや強引にエリクをうなずかせ、フェイリールたちはもう一度、かえでの村へ向かった。

　村の者に話すと、近隣同士仲が悪いと聞いていたが、実際はそんなことはなかった。領地は違えど、近くに住む者同士なにかと助け合っているようだ。

　アルベラートの村からも子どもが字を習いに来ることを話すと、村人たちは歓迎するとよろこんだ。

　そして、予定より遅れて館に戻ると深刻な表情のジェラルドが待っていた。

「エリクさま」

「どうした？　なにかあったのか？」

　エリクが問うと、言いにくそうにしながらジェラルドがフェイリールをちらりと見た。

「王都から奥方さまにお客人がいらしています」

「客？」

　騎士団長マイネルさまだそうです、とジェラルドが言い、フェイリールはエリクと顔を見合わせた。

　ふたりは外套も脱がずにマイネルを待たせているという広間へ急ぐ。

　本当にマイネルが、と信じられない思いで扉を開けるとそこには見慣れた姿が待っていた。

「こんなところまでどうした、マイネル。そなたが王都を留守にするとはなにがあった！」

「お許しを。火急の報せを持って参りました」

　夜通し馬を駆けさせてきたのか、旅の汚れも落としていない様子のマイネルが跪いた。

　これはただならぬことがあったに違いない。

　フェイリールは息をのんだ。

「して、どうした？」

「は……」

　膝をついて俯いていたマイネルが意を決したように顔を上げた。

「フェイリールさま、御妹君であるアデリアさまが国外に逃亡されました」

　思ってもみなかった報せにフェイリールは目を見張った。

「なんだと……アデリアが？」

「はい、突然姿を消されてしまいました」

　なにか問題を起こさないはずがないと危惧してはいたが、まさか逃げ出すとは……。

「私のあと、アデリアが女王となったのではなかったのか？」

　王都から遠いザレドの地にはまだ触れが届いていないだけだと思っていた。

「左様でございます。アデリアさまはひと月前に女王として即位されましたが、五日前に……」

「なんと……まだ、各所への挨拶すらすんでいないというのに、もう音を上げたというのか」

　フェイリールは目眩がしそうで額を手で押さえた。

「陛下」

　実際目眩がしていたのか、エリクに体を支えられてフェイリールは我に返った。

「なにをしている、マイネル！　そうであれば、こんなところに来ている場合ではないだろう。アデリアの行方を追わぬか！」

　厳しい叱責にマイネルがまた頭を垂れ、その肩が震えていることに気づいた。

「どうした、マイネル」

「それが……アデリアさまが姿を消されたあと、伯父君のグラハルト公爵が、王として即位すると宣言なさったのです……」

「な……伯父上が、王に？」

　確かに、フェイリールが女王の座を退き、アデリアが出奔したとすれば国に残る王族は伯父グラハルトしかいない。

「どうか、いますぐ王都にお戻りください、フェイリールさま」

　ついすぐに戻ると言いそうになったが、思いとどまった。

「いや、伯父上が王として即位なさったのなら、私が戻る必要があるのか？」

「な、なにをおっしゃるのですか。このミレンスは女王を戴く国です。男の王では国が荒れるとの言い伝え、お忘れになったのですか？」

　エリクも不安そうにフェイリールを見ている。

　ずっと守られてきたこの国の掟。

　王となる絶対の条件……。

「……マイネルよ。私はな、男が王になると国が荒れるというのは、このミレンスがまだ黎明期で安定しなかったことからの迷信だと思っている」

　ずっとそうだと疑っていた。

　この国の歴史を学べば、男の国王の御代に国が荒れても仕方がない、と思えることが多くあった。教師たちは女王となるフェイリールに配慮し、そのことは詳しく説明しなかったが、図書館でひとりで長い間調べた上で導き出した答えだ。

「ですが、女王陛下が国を治めて泰平の世が長く続いているのも確かです」

　いいや、とフェイリールは首を振った。

「女王はひとりで国を動かしているのではない。支えてくれる大臣たちや政務官たちは男ばかりだ。彼らの力なくては国は立ちゆかぬ。いまや王が女でなくてはならないとは言えない」

「そんな……」

　マイネルは落胆のあまりか腰を落としてへたり込んでしまった。

「だが、なぜ……アデリアは、逃げ出したのだ？　女王に即位してよろこんではいなかったのか？」

　しばらく押し黙っていたマイネルが居住まいを正し重い口を開いた。

「私のような者がアデリアさまの御心を推し量るのは大変畏れ多いのですが、即位されてしばらくの間はご機嫌麗しいように見えました」

「なにかあったのか？」

　忠誠心の厚いマイネルは王族について正直に話すことが心苦しいようだ。

「……伯父君が、とにかくアデリアさまを政務に追い立てていらしたように思われます」

「伯父上が？」

　それは厳しいやりようだった、とマイネルは話した。

　女王の仕事とは、多くの者たちに傅かしずかれ、権力を思うがままに振っているように見えるが、実際は難しい問題に頭を悩ませながらも決断を下し、その責任をすべて負わなければならないのだ。

　アデリアは即位した当初は浮かれていたという。

　だが、伯父に毎日執務室に押し込められて山のような決裁書に目を通す仕事が夜まで続き寝る間もなかったらしい。

「……なんだか腑に落ちぬな。確かに伯父上は厳しい御方だが、それほど無理を強いる方でもない」

「ですが、実際アデリアさまは追い詰められておいででした。髪を結われる時間もないようで、日に日に地味な装いに……」

　そこでフェイリールは気づいた。

「なんだ、やけにアデリアの様子に詳しいな」

　マイネルは騎士団長とはいえ、それほど女王に近しい地位にいるわけではない。

「実は……ロレン夫人からそのようにお伝えするよう言付かって参りました」

「ライザから？」

　親友はフェイリールの言い残したとおりアデリアの面倒を見てくれていたに違いない。

「ロレン夫人もフェイリールさまが戻られるのをお待ちです。ですから、どうか王都にお戻りください」

「いや、それはおかしい。ここはアデリアを連れ戻すのが筋だろう？」

　マイネルが肩を落として項垂れたのを見て、エリクが言った。

「……おそらく民は、一度は国を捨ててお逃げになったアデリアさまが戻ってこられたとしても、歓迎しないのではないでしょうか」

「だったら私とてアデリアと同じようなものだ。女王の座を捨て夫をとったのだからな」

　フェイリールはエリクを正面から見据えた。

　女王の座を捨てたことは後悔していない。

　民から恨まれても仕方がないと思っている。

　項垂れていたマイネルが顔を上げていった。

「ですが、フェイリールさまは国をお捨てになったわけではありません。結婚を反対されなければいまも女王としてお暮らしのはずです。それに、ここに来て聞きました。子どもたちに読み書きを教え、領地に尽くしておられると」

「そうだ。私はいまここで大事な仕事をしている。子どもたちのために尽くしたいのだ」

　だから、正直なところ、いまここを離れたくない。

　ランブラン伯爵とも約束を取りつけたばかりなのだ。

「フェイリールさま、実はバルテル将軍がいまこの時も軍を指揮し王宮を包囲しています」

「バルテルが？」

　将軍はひとり果敢に伯父が国王に即位することに異を唱えたという。

「なぜだ……」

「もちろんバルテル将軍が忠誠を誓うのは女王陛下だけだからでしょう。このまま女王陛下がお戻りにならなければ、バルテル将軍は逆賊となり処断されることになります」

　フェイリールは目の前が暗くなるのを感じた。

「マイネル、そなた……」

　この騎士団長にはフェイリールがバルテル将軍を見捨てられないとわかっているのだ。さらには、こうしておそらく独断でフェイリールに接触してきたマイネルにも同じような累が及ぶかもしれない。

　もちろんそんなことはできなかった。

　バルテルはミレンスの英雄、マイネルは騎士団の要だ。

　どちらも失えば国の損失になる。

「陛下……」

「エリク」

　言いたいことはわかっている。

　いますぐ王都へ戻れと。

　だが、ここを離れることを考えただけでもつらすぎて、フェイリールはエリクから目を逸らした。

「陛下。男の国王では国が荒れる、というのが迷信だとしても、民はきっと不安な思いをしているはずです」

　エリクの言葉にマイネルが乗ってきた。

「そうです。民たちは大いに混乱しております。国が荒れてからでは遅いと、王都を逃げ出す者もいる始末で……」

　目の前が真っ暗になったフェイリールにエリクの声だけが届いた。

「陛下、ミレンスの民が待っています」










　明日の早朝マイネルとエリクと共にザレドを発つことにした。

　子どもたちにそのことを直接告げる暇はないだろう。

　ただ、見慣れぬ騎士然としたマイネルがやってきたことで、なにか察しているかもしれない。

　フェイリールは数え切れないほどの星空の下、露台で立ち尽くすしかできなかった。

「陛下、お体が冷えます」

　いつのまにか部屋に入ってきたエリクがガウンを肩にかけてくれた。

「……そなたには、こうなることがわかっていたようだな」

　しばらく間があった。

「そういうわけでは……ですが、陛下が女王の座に返り咲く時が来れば全力で後押ししようとは思っておりました」

　フェイリールはゆっくりと振り返った。

「だから駆け落ちまでしたのに私のことをいままで妻にしなかったのか？」

　ふたりの間にはいまだに夫婦らしい触れあいもなかった。

「そうではありません。では、はっきりと申し上げます。どんな形であろうと陛下はいつか玉座に再び戻られることになる。その時こそ、俺は陛下を妻として得たいと決めていたのです」

　フェイリールは呆然と言った。

「それは、つまり、私ではなく女王の夫になりたかったということか？」

　エリクは怒りをあらわにするかと思ったが、苦笑して続けた。

「俺は、これまで出会った者に必ず身分の上下を計られてきました。いままで勉強では誰にも負けませんでしたが、そのおかげで様々な妬みや嫉みに晒されてきました。ですが、みんな自分より俺の身分が下だとあからさまに安堵するのです」

　取るに足りない卑しい身分だと。

「そんなことが……」

　フェイリールにははっきりと想像できない。

　だが、どれだけ心が痛むか……。

「政務補佐官として取り立てられ、はじめて拝謁が叶った時、陛下は俺を一瞥しただけでなにも計らなかった。それどころかほぼ関心も持っておられなかった。俺にとっては今までにない衝撃でした。この国の頂点に君臨するあなたは、誰かと身分の上下など計る必要がないのだと」

　はじめて顔を合わせた時、エリクがどんな様子だったか、確かにおぼえていない。

「陛下は俺がどんな成果をあげても、目障りだと思ったり、足を引っ張ったりしない。当然のことですが、それが心地よかった。おかげでいつしか陛下に想いを寄せるようになってしまったのです」

「エリク……」

　フェイリールが想像する以上に困難な道を歩んできたはずなのに、エリクは腐らず淡々としていた。

「ですから、俺は陛下が女王としてこの国の歴史に残る名君として讃えられようと嫉妬などしません。どこまでも陛下を愛し、決して裏切ることなく影として支えます。それは、俺にしかできないことです」

　だから、女王として戻ってほしい、と。

　フェイリールはじっと目を閉じ、その言葉が重く心に落ちるのを感じた。

「そうだな。確かに……女王の夫となれるのはそなたしかいない。戻ろう、王都へ」

　決意と共に目を開けると、まだなにか言いたそうにしているエリクにフェイリールは気づいた。

「どうした？」

「あの、陛下が女王に戻られてから想いを遂げたいと申しましたが……」

　いままでにないエリクの様子に、フェイリールはどきどきしてなんだか甘い期待が高まってきた。

「俺は長く陛下をお慕いしていましたし、その、これまでなんでもないように振る舞っていましたが、実はずっと自分を抑えていました」

　エリクが切々と続ける。

「ふたりきりになった時など、本当は苦しくて……王宮に戻るとなにがあるかわかりません。だから、いま少しだけ陛下に……触れてもよろしいですか？」

「エリク……」

　フェイリールは自らエリクに歩み寄った。

「突然こんな事を申して、陛下がお嫌でしたら、俺はまだ待ちます」

　言葉を遮るように寄り添うと、しばらくしてエリクがフェイリールの体に腕を回してきた。

「嫌だなんて、思うわけないだろう……？」

「陛下……」

　そう言うとエリクがフェイリールの顎をすくうようにして上向かせ、くちびるを重ねてきた。

　はじめてのくちづけは甘く、切ない胸の高鳴りをフェイリールは味わった。

　これがしあわせなのだと。






　マイネルの手配で途中馬を何度か替えながら、フェイリールたちは一日で王都に舞い戻った。城下町から少し離れ、王宮が見える高台から様子をうかがっている。

「単身で戻ればあっさり迎え撃たれるかもしれぬな」

「その心配はございません。軍はバルテル将軍が率いておりますので、王宮内は手薄でごく少数の近衛兵しか残っていないとのことです」

「なるほど」

　目を細めてフェイリールは王宮を眺めた。

　確かに王宮を遠巻きにする兵たちが見える。

　この王宮をエリクと飛び出して、まだほんのふた月ほどしか経っていないはずなのに、なんだかずいぶん長い刻が過ぎたような気がする。

「では、伯父上に挨拶してくるか」

　背後に控えていたマイネルが立ち上がるのをフェイリールは制した。

「いや、ここからはエリクとふたりで行く」

「なんと、警備は手薄とは申しましたが、おふたりだけでは危険です」

　騎士を護衛につけるというマイネルにフェイリールは笑った。

「自分の王宮に兵を引き連れて乗り込む者はいない。私は堂々と正面から戻るぞ」

　女王ではないフェイリールが王宮に足を踏み入れれば、誰かが見咎めるかと思ったが、そんなことはなかった。

　それどころか、警備兵の姿も見当たらない。

　ふと、エリクがあたりを見回していることに気づいた。

「どうした？」

「あまりにも静かだと……」

「確かに」

　バルテルが多くの兵を引き連れて出ていってしまったとはいえ、静かすぎる。

　侍従や身の回りの世話をする者たちも逃げ出したのかもしれない。

「伯父上はやはり謁見の間だろうか？」

　なんとなくそんな気がする。さらに胸騒ぎがして玉座の間に急いだ。

「伯父上」

　伯父は思った通り、がらんとした謁見の間の玉座にひとり座っていた。

　いつものように背筋を伸ばした姿ではなく、気怠そうに。

「……やはりおまえが戻ってきたか、フェイリール」

　玉座の周りにはワインの瓶がいくつも転がっている。

「座り心地がわるいな、この玉座は。女のために造られているからか？」

　そんなことはない。

　その玉座には昔、男の王も座っている。

「あと、王冠も笑えるほど小さくて、私の頭上には映えないぞ」

　見ると投げ出したのか、玉座から離れたところに戴冠のための王冠が転がっていた。

「……伯父上、なぜこのようなことを」

　伯父は玉座のとなりに置いてあるゴブレットに手を伸ばした。

「ふん、おおよそ予想はついているのだろう？」

「はい。ですが、伯父上の口からお聞かせください」

　フェイリールは待った。

　伯父が口を開くまで。

　しばらくしてかすれた声が聞こえてきた。

「……私は、おまえの母親の兄として生まれた。男で長子、この国でなければ私が次の国王だ」

　だが、と伯父は続けた。

「玉座に座ったのは、妹だ」

　フェイリールは無意識に眉を寄せていた。

　母は立派な女王だっただろうか。

　特段、悪政を敷いたということもなく、淡々と日々の政務をこなしていた。だが、そこに熱意のようなものはなかった気がする。

　伯父から見れば、歯痒かったかもしれない。

「願ったところでこの国は変えられぬ。これは運命だと。だから私は受け入れた。だが、自分が王になれたはずだ、という思いは亡霊のようにいつまでも私につきまとってきた。振り払っても振り払っても、どこまでも追ってきて、どうしても逃げられないのだ」

　伯父の声が謁見の間に虚しく響いた。

　その声こそまるで亡霊のように。

「だから、一度でいい……王として玉座に座ってみたかった」

「伯父上……」

　ゆっくりと玉座の肘置きを撫でていた伯父の手が、ふいに拳を握りしめ強く肘置きを叩いた。

「だが、わかっているのだ。私がどんなに善政に努めようと、この国をさらに富ませようとも、民たちは納得しない。いつ国が荒れるかと怯えながら暮らし、人知の及ばぬ天災さえも、王が男だから起こったと恐れるようになると」

　こんな国、とても治めてはいけぬ、と伯父が乾いた笑いをこぼし、そのあまりのやるせなさにフェイリールはくちびるを噛んだ。

「さあ、もういい。気が済んだ。剣は持ってきたか？」

「いえ……」

　マイネルから持っていくようすすめられたが、必要ないと手にしてこなかった。

「政務補佐官のエリクとやら、そなた、フェイリールを守るための剣も持っておらぬのか？」

　エリクも旅の途中で買い求めた剣は、ザレドに置いてきてしまっていた。

「はい、私は文官なので」

「仕方のない奴らめ……では、私の剣を使うといい」

　伯父は手にした剣を床に置き、脚で蹴った。大理石の床を滑ってきた剣がフェイリールの足元で止まる。

　それを見つめていた伯父がふいに項垂れ言った。

「さあ……首を刎ねよ、私は簒奪者だ」

　沈黙が続いた。

　フェイリールは意を決して一歩踏み出した。

「では、正統な王位継承者として沙汰を申し渡します、伯父上」

「……好きにしろ」

　吐き捨てるように言って伯父はワインをあおった。

「グラハルト公爵、あなたの爵位は剥奪、さらにこれまで蓄えられた財産をすべて没収します」

　伯父の虚ろだった瞳に光が一瞬戻った。

「ふ……死ぬより惨めな思いをしろということか……。だが、そうでなくてはならない。為政者とは、どこまでも冷酷でなくてはな」

「そして、領地の所替えを命じます」

　伯父は公爵として王都からそれほど離れていない広大で豊かな領地を治めている。

「……所替えか、不毛の僻地とか？」

「伯父上、この国に不毛な地などないのですよ」

　王都からどんなに離れようと、皆懸命に生き、その地で精一杯暮らしている。

「フェイリール……」

　ふらりと伯父が玉座から立ち上がった。

「では、どうかお気をつけて」

　様子を窺っていたマイネルが騎士たちを連れ駆けつけてきて、伯父を連れていった。

　それを見送ると玉座の間にはフェイリールとエリクだけとなった。

「陛下、どうぞ玉座にお進みください」

「ああ、そうしよう」

　こうしてフェイリールが女王の座に返り咲き、短すぎる内乱は終わった。










　落ち着いてから調べさせるとアデリアの行方はすぐに知れた。

　驚いたことにケネス王子のもとへ向かっていたのだ。

　そして、再会したふたりは手に手をとってまたどこかへ出奔したようだ。

　フェイリールに対する意趣返しの遊びだと思っていたが、そうではなかったらしい。

　ただ、王族として育ったふたりが自分たちの力だけで暮らしていくのは難しいかもしれない。戻ってくるのならよろこんで受け入れようとフェイリールは思っていた。

　そうして、なんとかこの問題は片づいた、と肩の荷を下ろしたところだった。

「陛下、伯父君グラハルトさまのことですが……」

「どうしておられると？」

　伯父が所替えになったのは、エリクの元領地ザレドだった。

　そして、エリクが代わりに伯父の治めていた公爵領の領主となったが、すぐにそれを返上し、伯父の息子でありフェイリールの従兄に領主の地位を譲った。

「それが、最初は塞ぎ込んでおられたようですが、次第に民と打ち解けられ、子どもたちの教師としても、ザレドの領主としても大変慕われているようです。見違えるようにいきいきとなさってお暮らしだということです」

　大人たちは身分が高く近寄りがたい雰囲気の伯父を遠巻きにしていたようだが、子どもたちはまったく気にしなかったらしい。

「そうか、よかった……。伯父上は元々おやさしい方だ。私とは比べものにならないほど博識で教養もおありになる。だが、王族だったがためにその才を十分活かせずにおられたように思う」

　もちろん大臣として、領主としてその手腕は振るってきたはずだ。

　ただ、それを当然だと思われていた節はある。

　絶え間ない努力に誰も目を向けていなかったとフェイリールは感じていた。

「それも陛下という前例があったからかもしれませんね」

　エリクがくすりと笑った。

「だったら私も少しは役に立ったということだな」

「違いありません」

　そうしてふたりは笑いあった。

「内乱の始末が終わったら、またザレドを訪ねよう」

　馬宿に預けた二頭の馬も引き取りに行かねばならない。

「ええ、そうですね。ですが、陛下、そろそろお時間です」

　エリクが手にしていたベールをフェイリールの頭から覆うようにかけた。

　ロレン夫人が結婚する時に贈ったベールだ。

　結婚式には誰かから譲られたものを身につけると、しあわせになれると言われている。

　ふたりは手をとり、これから女王の結婚式が執り行われる大聖堂の階段をのぼりはじめた。










[image: ]















了










著者紹介




木野　美森（きの・みもり）


２０１５年はじめてネットで発表した『運命の乙女は狂王に奪われる』で出版デビュー

代表作：『予定外結婚～訳あり令嬢は王太子妃に選ばれて～』『異世界で傭兵団のマネージャーはじめました。』








Copyright © 2022 Mimori Kino All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章　女王、二度目の婚約破棄



		第二章　女王、いざ酒場へ



		第三章　女王の尽きぬ悩み



		第四章　女王も駆け落ちする国



		第五章　女王がしあわせになれるとしたら























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





